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デ ー タベ ー ス は、 わ が 国 の情 報 化 の進 展 上、重 要 な役 割 を果 た す もの と期待 され て い る。

今後 、 デー タベー ス の 普 及 に よ り、 わが 国 にお いて 健 全 な高 度 情 報化 社 会 の形 成 が 期 待 さ

れ る。 さ らに海 外 に対 して提 供 可 能 な デー タベ ース の整 備 は 、 国 際 的 な情 報化 へ の 貢 献 お

よび 自由な情 報 流通 の 確保 の観 点 か らも必要 で あ る。 しか しな が ら、 現 在 わ が国 で 流 通 し

て い る デー タベー ス の 中 でわ が 国独 自の ものは1/3に す ぎな い のが 現 状 で あ り、 わ が 国

デ ー タベ ー ス サー ビス ひ い ては バ ラ ンス あ る情報産 業 の健 全 な 発展 を図 るため には 、 わが

国独 自の デ ー タベ ー ス の構 築 お よ び デー タ ベー ス関連 技 術 の研 究 開発 を強 力 に促進 し、 デ

ー タベ ー ス の拡 充 を 図 る必 要 が あ る。

この よ う な要 請 に応 え るた め 、(財)デ ー タベ ー ス振 興 セ ンタ ーで は 日本 自転 車振 興 会

か ら機 械 工 業 振興 資金 の交 付 を 受け て 、 デー タベ ー スの 構築 お よ び技 術 開発 につ い て 民間

企 業 、 団体 等 に対 して委 託 事業 を実 施 して いる。委 託 事業 の 内容 は、社 会 的、経 済 的 、国

際 的 に重 要 で 、 また地 域 お よび産 業 の 発展 の促 進 に寄 与す る と考 え られ て い るデ ー タ ベー

ス の構 築 と デー タベ ー ス作 成 の効 率 化 、流 通 の促進 、 利用 の 円滑 化 ・容易 化 な どに関 係 し

た ソ フ トウ ェア技 術 ・ハ ー ドウ ェア技術 で あ る。

本事 業 の推進 に 当 って 、 当財 団 に学識 経 験=者の方 々で構 成 され る デー タベ ー ス構 築 ・技

術 開発 促 進 委員 会(委 員 長 前 山梨 学 院大 学教 授 蓼沼 良一 氏)を 設 置 して い る。

この 「新 聞記 事 分 類 キー ワー ドの 標準 モ デル構築 と 自動 付 与 に関す る調 査 研究 」 は 平成

7年 度 の デー タベー ス の構築 促 進 お よび技 術開 発促 進事 業 と して 、 当財 団 が(株)エ レク

トロニ ック ・ライ ブ ラ リー に対 して 委託 実施 した課 題 の一 つ で あ る。 この成 果が 、 デー タ

ベ ー ス に興 味 をお 持 ちの 方 々や 諸 分 野 の皆様 方 のお 役 に立 て ば 幸 いで あ る。

なお 、 平成7年 度 デー タベー スの構 築 促進 お よび 技術 開 発 促 進 事業 で 実 施 した課 題 は 次

表 の とお りで あ る。

平成8年3月

財 団法 人 デ ー タベ ー ス振興 セ ン ター
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1.　調査研究の概要





■ ■調 査 研 究 の 背 景 と 目 的

新 聞記 事 デー タ ベ ー ス に使 わ れ て い る 「分類 キ ー ワー ド」(記 事 の 主題 を集 約 的 に表わ

す 分類 語)は 、不 人 気 な検 索 キー で あ る。 デ ー タベー ス を構 築す る側 か らも デ ー タベ ー ス

を利 用 す るユ ー ザ ー側 か らも。

構 築 す る側 か らい えば 、① 人 手 で っけ るため 、 ど う して もば らっ き が 出 る② デー タベ ー

ス編 集 の効 率化 を阻 害 す る③ 人 員 負担 が 過 大 に なる、 な どの 理 由が あ げ られ る。 ユ ーザ ー

側 か らい えば 、① 記 事 に どん な分 類 キー ワー ドが っ いて い るか 分か りに くい② 新 聞 社 ご と

に 分類 キー ワー ド体 系 がバ ラバ ラで あ る③ 分類 表 を開 い て探 す よ り、通 常 の キ ー ワ ー ド検

索 で十 分 だ 、 な ど の不 満 が 出て い る。

特 に デー タベ ー ス を構築 す る新 聞社 側 に不 満 は増 大 して い るよ うだ。 簡 単 に い って 「ユ
ー ザ ーか らそれ ほ ど重 宝 が られ て い ない 分類 キー ワー ドを、 大変 な苦 労 を して まで っ け る

必 要 が あ るのか 」 と い う訳 だ。 デー タベ ー ス製 作 の コス ト削 減 を図 る新 聞社 に と って 、問

題 は切 実 化 して い る。 分類 キー ワー ドをす で に廃 止 した り、廃 止 を現 在 検 討 して い る新 聞

社 も あ る。

しか し、分 類 キ ー ワー ドは通 常 の キー ワー ドで は検索 で きな い記事 を引 き出 せ る強 みが

あ り、 また、 キ ー ワー ド検 索 と分 類 キー ワー ドを組 み合 わ せ る ことに よ って 、 検 索 対 象 の

記 事 を効 率的 に絞 り込 め る、 な どの効 用 もあ る。 代 行検 索 の 「プ ロ」 や検 索 の 「ベ テ ラ ン」

に は分 類 キ ー ワー ドを高 く評 価 す る人 も多 い。

わ れ わ れ の 目的 は 、 分類 キー ワー ド作成 の コス トパ フ ォー マ ンス を上 げ 、 ユ ー ザ ー に も

よ り利 用 しや す い分 類 キ ー ワー ドを作 る こと にあ る。 この た め には、 まず 分類 キ ー ワー ド

体 系 を 、構 築 側 に も検 索 側 に も便 利 なよ うに簡便 な もの(100～200語 程 度)に 作 り

変 え 、 か つ、 ば らっ きの少 ない 分類 キー ワー ドを人手 で な く機 械 的 に付 与 で き る道 を模 索

す る こ とで あ る。

前 者 は 分類 キ ー ワー ドの標準 化(標 準 モ デル の構築)で あ り、 後者 は 分類 キ ー ワー ド自

動 付 与 の 可能 性 を 探 る問題 で あ る。

分 類 キ ー ワー ドの標 準 化 とい って も、狙 いは あ くまで も実戦 向 きの簡 便化 で あ る。 この

標 準 モ デ ル を強 制 す る意 図は 少 しもない。 新 聞 の様態 、例 え ば一般 紙 ・専 門紙 の違 い や全

国 紙 ・地 方 紙 な どの立 場 の相違 に よ って、 ニ ュー ス紙 面 の 作 り方 はか な り違 う。 分類 キー

ワー ドが違 って 当 然 で あ る。 た だ、 わ れわ れ は新 聞記 事 の 大部 分 の と ころ で は 分 類 キ ー ワ
ー ドの標 準 化 は で きる ので は な いか と考 えて い る。業 界紙 の専 門性 、 地 方紙 の特 殊 性 は標

準 モ デ ル の 「カス タマ イ ズ」 で処 理 で き るの で は ないだ ろ うか 。

また、 標 準 モ デ ル の構 築 とい って も、体 系性 ・階層 性 へ の志 向 は 目指 して は い な い。

あ る程 度 の整合 性 は 当然 目指 さ なけ れ ば な らな いが、 大 分類 、 中 分類 、小 分 類 と い った階

層 性 も十 進 分類 法 も採 用 して い な い。 新 聞記 事 は 世 の中 に生 起 す る森羅 万 象 を対 象 と して

い る ため 、 あ ま りに精 緻 な分類 体 系 はか え って 自分 の首 を絞 め かね ない 、 と考 え るか らで

あ る。 新 聞記 事 は、 「新 しくて変 わ った もの」 が 大好 きで あ る。 社 会 現象 で も科 学 の世界

で も、 新 奇 な もの に は ワ ッと飛 び つ く傾 向 が あ る。 新 出 の事 象 に も標準 モ デル は 柔 軟 に対

応 で き なけれ ば な らな い。 「知 の 世界 」 を総 合 的 に分類 しよ う とい うの で は な く、 コン ピ

ュー ター に蓄 積 され た 新 聞記 事 の 分類 が われ わ れ の 目的で あ り、 それ 以上 の もの で は ない。

さ らに、 商 用 デー タ ベ ース にあ っては数 社 の新 聞記事 を一般 キー ワー ドで横 断 検 索 す る サ
ー ビス も一般 的 に な って き た。 分類 キ ー ワー ドに 関 して も、 新 聞社 間 で標 準 化 して お け ば

横 断 検 索 が可 能 に な る。 この研 究 が分 類 キ ー ワー ドの標 準 化 議論 へ の弾 み にな れ ば 幸 いで

あ る。
一 方
、 分類 キ ー ワー ド自動 付 与 の試 み は、 シス テ ム的興 味 もさ る こ となが ら、 これ が可

能 な ら大幅 な省 力 化 が 可能 に な り、分 類 キ ー ワー ドの均 質 化 も図れ る と い う こ とで 、 デ ー

タベ ー ス を構 築 す る新 聞社 に と って は大変 有 力 な武 器 とな る。

わ れわ れ の 当 面 の試 み と して 、12個 の サ ンプル 分類 キ ー ワー ドを選 ん で論 理 式 を作 り、

実 際 の新 聞記 事 にあ て てみ て、有 効 な分類 キー ワー ドを 自動 的 に抽 出 して くる か ど うか、
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実 験 してみ た。

株 式 会 社 エ レク トロニ ック ・ラ イ ブ ラ リー(略 称EL=イ ー エ ル)は 、1994年 度

(平 成6年 度)に 、(財)デ ー タベ ー ス振 興 セ ンター の 委託 事 業 と して 「創 出 キー ワー ド

の 自動 付 与 に関 す る調 査 研 究」 を行 い 、 テ キス ト文 中 に 現れ な い重要 キー ワー ド(創 出 キ
ー ワー ド)を 、 自動 的 に付 与す る方 法論 を探 った。 この手 法 を発 展 的 に援 用 した。

す なわ ち 、主 題 に絡 む 重 要 キ ー ワー ドを新 聞記 事 中 に特 定 で きれ ば、 重 要 キ ー ワー ドか

らを分 類 キ ー ワー ドを発 生 させ る こ とが可 能 にな る。 が 、文 章 を機械 に読 ませ て そ の 主題

を認 識 させ る には 、人 工知 能(AI)的 な手 法 を使 わ な けれ ば 無 理 で はな い か と い う議 論

が あ る。 この方 面 の技 術 的進 歩 もか な りあ る よ うだ 。 しか し、AI手 法 を 導入 す れ ば シ ス

テ ムはか な り大 が か りにな り、 日常 の デー タベ ース 構築 作 業 を重 くす る恐 れ も出て くる。

分類 キ ー ワー ドを選 定す る上 で 、 ひ とっ 有 利 な こ とが あ る。 新 聞記 事 の 文章 は、他 の一

般 の文 章 と違 った 「クセ 」 を持 って い る。 新 聞記 事 は 、限 られ た 紙面 に盛 りだ くさん の情

報 を表 現す るた め、 も と も と簡 潔 な文 体 に な って いる が、 特 に記 事 の前 の部 分 に重要 な要

素 を盛 り込 ん で い る。 さ らにそ の 見 出 しは 、記 事 の エ ッセ ンス 部 分 を限 られ た語数 で ま と

め た要約 と な って い るの だ。 い い新 聞記 事 とは書 き出 しの数 行 を 読め ば 、 そ の言 わ ん とす

る と ころ がた ち どこ ろに 分か る文章 を指 す。

こ の新 聞文 章 の特 性 を利 用 す れ ば、 記 事 全文 をす べ て見 な くて も見 出 しや記 事 の前 の部

分 に 出て い る重要 キー ワー ドに 重み づ け す るな どの評 価 を加 え て 、記 事 主題 を表 わす 分類

キ ー ワー ドを特 定 す る こ とが可 能 に な るの で は ない か 、 と い うの がわ れ われ の立 論 で あ る。

以 下 章 を追 って、 分類 キ ー ワー ドの標 準 化 と 自動付 与 の方 法 論 の有 効性 を検 証 した い。
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■.2調 査 研 究 の 内 容 と 結 果

分 類 キ ー ワ ー ドの標 準 化 と 自動 付 与 の調 査 研 究 のため 、わ れ わ れ は 次 の よ う な手 順 を踏

んだ 。

① 新 聞 記事 デ ー タベ ー ス を提供 す る側 と利 用 す る側 へ の ア ン ケー ト調 査 お よ び ヒア リン

グ調 査 ②ELデ ー タベ ー ス の他 に 一般 紙6社 の合計7社 の 分類 表 を対 象 と して標 準 化 モ デ

ル の作 成 ③標 準 化 モ デル の 中か ら実用 性 の高 い 「分類 キー ワー ド」 を選 び、 自動 付 与 の実

験 を行 った。

1.2.1実 施 内容 と結 果 の概 略

(1)ア ンケー ト調査お よび ヒア リング調査

分類 の標準モデルを構築す るためには、 まず は じめに現在の分類の利点、問題点等 を洗

い出す ことが必要で ある。

新 聞記事 デー タベースを提供す る側 と利用す る側で、それぞれ が分類 に対 して どのよう

な問題点 を抱え、 どのような意見を持 っているのか、その実態 を把握 し標準モ デル構築の

足がか りとす るために以下2つ の調査を行 った。

新聞社 とユーザーのそれぞれ の観点か ら分類の利点、問題点を浮き彫 りに したこれ らの

調査は、標準モ デルを構築する上でかな りの基礎資料 とな った といえる。

〈新 聞社 に対す る分 類 ア ンケー ト調 査 と ヒア リン グ調 査 〉

この ア ン ケー ト調 査 で は新 聞 記事 デー タベー スを所 持 して い る新 聞社 、34社 を対

象 に行 わ れ 、68%の 回収 率 を得 た。

そ の う ち3割 は分 類 を持 って いな い新 聞社 で、 シ ソー ラス や キ ー ワ ー ドを充 実 させ

る こ とに よ り、 分類 の不足 部 分 を補 って い るが、 残 りの7割 は現 在 も分 類 を持 って い

る。

しか し、 人 手 作業 に よ る不 統 一性 や手 間 をか けて い る割 に利用 頻 度 が 低 い、 な ど多

くの 問題 点 を抱 え て い る こ とが わ か った 。

また一 方 で は ヒア リ ング調 査 と して、 実 際 に新 聞社 を3社 訪 問 し、 よ り詳 しい現場

の 意 見 を聴 き取 り、研 究 の参 考 に した。

〈ELNETユ ー ザ ー ア ンケ ー ト調 査 〉

(株)エ レク トロニ ック ・ライ ブ ラ リー の提供 す るデ ー タベ ー ス で あ るELNET

の ユ ー ザ ーで 、 サ ー ビスの利 用 頻 度 が多 い3321Dを 対 象 にア ンケ ー ト用 紙 に よる

調 査 を行 った結 果 、 回収 率 は57%だ つた 。

そ の半 数 は分 類 を 全 く使 用 して いな いユ ー ザー だ った が、 キ ー ワー ドだ け で十 分検

索 で きる こ と を主 な理 由 と して い る。

だ が 、 なか には 「使 用 方法 が よ くわ か らない」 「分 類 に よ る検 索 ツ ー ル が あ る こ と

を し らな か った」 とい うユ ー ザ ーが 少 な くなか った こ とは注 目す べ き点 で あ り、 必ず

しも分類 そ の も のが 悪 いわ け で は な く、 も っと別 の理 由 が隠 れ て い る可 能 性 もで た。

そ れ か ら 自由 回答 で は、 デー タ を提供 す る側 か らで は 気付 き に くい指 摘 、 意見 、質

問 等 が多 くあ り、 収穫 が得 られ た。(資 料4-1にrELNETの 概 要 」)

(2)分 類 キ ー ワ ー ド 「標 準 モ デ ル」

ア ン ケー ト結 果 をふ まえ て、 簡便 で実 際 的 な分類 キ ー ワー ド100～200を 標 準 モ デ

ル と して 選 出す る こと を 目標 と した。

7社 の 記事 デ ー タ ベー ス 分類 を 素材 と し、そ れ ぞれ の持 つ概 念 を も らさ ぬ よ う 大分 類→

中分 類 → 小 分類(分 類 キー ワー ド)の 順 に まとめ て いき、 試案 の段 階 で デ ー タ ベ ー ス コン

サ ル タ ン トの 意 見 を伺 った。 この 一連 の過程 を通 して 、 たび た び分 類 の論 理 性 と実 用 性 が
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相 反す る とい う問 題 点 に突 き当 た った が 、基 本 的 に実 用性 を優 先 させ 完 成 にい た った。

選 出 した 分類 キ ー ワー ドは 計129、 テ ーマ別(大 分類 別)の 数 は次 の通 りで あ る。

①政治12② 経済9③ 産業29④ 労働5⑤ 国際9⑥ 社会13

⑦事件 ・事故19⑧ 科学9⑨ 文化16⑩ スポー ツ8

最 後 に標 準 モ デ ル を外部 の イ ンデ ク サー経 験 者 に渡 し、 実 際 の紙 面 に 分類 キー ワー ドを

付 与 して、も らった。 一般 紙6紙 面計54記 事 に7名 で平 行 して 分類 キ ー ワー ドを 付与 して

い った ところ 、7人 全員 一 致 の記 事 が36(66 .7%)、6人 まで の記 事 が11(20.

3%)と 、付 与 者 に よるぶ れ を 少 な くす る とい う点 で は比 較 的満 足 の い くもの とな った。
一 方で 、共 通 付 与5人 以 下 の記 事 が7記 事(13%)あ り、実 用 に あ た って は さ らに対

象 新 聞 ・紙 面 を広 げ て検 証 を重 ね 、 各 分類 キー ワー ドをよ り具 体 的に 定 義 づ け て い く必要

が あ る こ とが裏 付 け られ た 。

〈参 考 資料 〉

以下 の商 用 デー タベー ス の分 類表

朝 日新 聞記 事 デー タベ ー ス/河 北新 報 記 事 デー タ ベー ス/産 経 新 聞記 事 デー タベ ース/

中 日新 聞記 事 デー タベ ー ス/北 海道 新 聞記 事 デ ー タベ ー ス/読 売新 聞 記 事 デ ー タベ ー ス/

ELNET

なお 、 中 日新 聞記 事 デ ー タベ ー ス は1994年 末 に分 類 が廃 止 され たが 、 次 の資 料 か ら過 去

の分 類表 を参 照 した。

中 日新 聞 本社 編 集 「ニュース・シソーラス'90一 新 聞 情 報管 理 のた め の用 語 集」 紀 ノ國屋 書 店1990

(3)分 類 キ ー ワー ドの 自動付 与 実 験

分 類 キー ワー ドの標 準 モ デル の中 か ら主要 の12項 目を選 出 した。 実 際 には 、 時 間 の制

限 等 が あ った ため 、標 準 モ デル の決 定 を待 たず に これ まで の経 験 か らあ らか じめ 予想 され

る分 類語 を研 究 班 の討 議 に よ って 選 出 した。

(株)ジ ー ・サー チ に依 頼 して 入 手 した2400記 事 の うち、 解析 用 記 事 や機 械 的処理

が で き ない記 事 を除 いた1124記 事 に対 して 自動 付 与 実験 を行 った。 また1124記 事

につ いて は、 自動付 与 実 験 とは別 にELデ ー タベ ー スの イ ンデ クサ ー を中 心 とす る実 務 メ

ンバ ー5人 が そ れ ぞれ 全 記 事 の分 類索 引 を行 い 、 そ の過半 数 の評価 を も って"正 しい分類

付 与"と した 。 自動 付 与 に よる結 果 の適 否 は 人手 に よ る評 価 と一致 した もの を"適 合 付与
"と 判 定 し

、 こ こか ら 「再 現率 」(ヒ ッ トす べ き検 索対 象 の総 数 に対 して 自動 付 与 で ヒッ

トした割 合)な らび に 「適合 率 」(分 類 キ ー ワー ドの 自動 付 与 記事 総 数 に 占め る適 合 記事

の割 合)を 算 出 し、 再 現 率80%、 適 合 率70%の 同時 達 成 を一応 の合格 目標 と して 自動

付 与 実験 の精度 を検 証 した。

その結 果 は 、概 ね 次 の とお りで あ る。

(a)再 現 率 が80%を 超 えた ものは1項 目で あ った。'12項 目の平均 は63%だ った。

(b)適 合 率 が70%を 超 えた ものは6項 目で あ った。 全 体 の平 均 で は72%だ った。

(c)再 現 率 と適 合 率 の両 方 とも 目標 を超 え た もの は1項 目で あ った。

(d)自 動付 与 で の結 果 が 目標 に達 しな か った11項 目につ い て、論 理 式 の 修 正 を行 い、

再度 実験 した とこ ろ、再 現 率80%以 上 が7項 目、 適合 率70%以 上 も7項 目 とな

り、再 現 率 と適 合 率 の両 方 が 目標 を超 えた ものは4項 目に増 え た。 全体 の平 均 では

再 現率82%、 適 合 率72%と 目標 を ク リア した 。

(e)第1回 自動付 与 実 験 の再 現 率 が あ ま り良 くなか った原 因 と して は、 デ ー タの分 析 不
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足や論理式記述の ミス並びに論理式の作成者 と評価 したインデクサーの意識のずれ

な どがあげ られる。 しか し、再度 の実験による結果の向上か ら判 断 して、比較的簡

便 な変更 によ って精度を高めることが可能であることが証 明され た といえ る。
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2.　調査研究の実施結果





2.■ ア ン ケ ー ト 調 査

2.1.1新 聞社 分 類 ア ンケ ー トお よび ヒア リング調 査

(1)調 査 目的

この調 査 は 、新 聞記 事 分類 キ ー ワ ー ドの標 準 モ デル を構築 す る際 、新 聞記 事 デ ー タベ ー

ス を提 供 す る立 場 か ら、分 類 に対 して どの様 な問題点 を抱 え、 どの様 な 意見 を持 って い る

のか そ の実態 を把 握 し、標 準 モ デ ル構築 の参 考 とす るた め に実 施 した。

(2)調 査要領

く調査対象 〉 新聞記事 データベースを所持 している新聞社34社(五 十音順)

(一般紙)

朝 日新 聞社 愛媛新 聞社 河北新報社 北 日本新聞社 岐阜新 聞社 京都新聞社

熊 本 日日新聞社 高知新聞社 神戸新聞社 佐賀新聞社 産業経済新聞社 静岡新 聞社

上毛新 聞社 中国新 聞社 中 日新聞社 西 日本新聞社 日本経済新聞社 北海道新 聞社

北 国新 聞社 毎 日新聞社 南 日本新聞社 読売新聞社

(専門紙)

化学工業 日報社 交通新 聞社 住宅新報社 全国新 聞情報農業協同組合 連合会

鉄鋼新聞社 日本電気協会 日刊建設工業新聞社 日刊工業新聞社

日刊スポーツ新聞社 日刊木材新聞社 日本食糧新聞社 葉菜時報社

この ほ か京 都新 聞社 、 中 日新 聞社 、北 海 道新 聞社 の3社 にっ い て は訪 問 ヒア リン グ調 査

を行 い 、 そ こで の具 体 的 な意見 を研究 の参 考 と した。

〈調 査 方 法 ・期 間 〉

ア ン ケー ト用 紙 を送付 、 郵 便 に て回 収。

なお 、 実施 期 間 は1ヶ 月 と した。

〈質問項 目〉

質問内容はで きるだけ簡便に し、分類 にっいての基本的な点のみに した。

また、回答は複数 回答 と し、現場の率 直な意見を重視 した。

① 分類語(分 類 コー ド)の 有無

②分類体系 と しての階層構造の有無

③分類を作 った理由 ・目的

④分類 の付与方法

⑤分類付与作業上、苦労す る点

⑥新聞社か らみた、ユーザーの分類語に対する反応

⑦ 分類 についての今後の計画

⑧ その他分類 に関す る意見

(3)調 査結 果 の分 析

回答 は34社 中23社 、 全体 の68%の 返 答 率 とな った 。

そ の う ち、70%が 新 聞記 事 デー タベ ー ス用 の 分類 を持 って お り、 残 り30%は 持 って
い なか った。

まず 、 分類 を所 持 して い る新 聞社 に、 デ ー タベ ースの 検索 ツ ール に 分 類 を加 え た理 由を

聞 いて み た。

〈分類 を作 った理 由 〉

最 も多 か った 回答 が ① 「特定 記 事 を ま とめ て検 索す る の に有 効 な ため 」(88%)。 次
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に② 「検 索 の絞 り込 み に有 効 な手 段 の た め」(50%)、 ③ 「キ ー ワー ドだけ で は 検索 し

に くい記 事 もあ るた め」(38%)が あ げ られ る。 ②③ は分 類 を キ ー ワー ドと の掛 け合 わ

せ に よ って有 効 に利用 して いる結 果 で あ ろ う。

また、 日本 新 聞 協会 のr新 聞切 抜 ・写 真 分 類表 』 を もと に デー タベ ー ス用 の分 類 表 を作

った ところ が少 な くな い。

〈分 類語 を付 け て い な い理 由〉
一 方、 分類 を も って い な い理 由 と して多 か ったの は 、① 「人 的手 間 が かか りす ぎ る」

(57%)、 ② 「検 索 上 の メ リッ トが な い」(43%)と い う回答 だ った。 なか に は他 の

パ ソ コン通 信 ネ ッ トワー クに記 事 デ ー タの み提 供 し、提 供 先 で 分類 を含 む キー ワー ド付 け

を して いる と ころ もあ り、社 内用 と外 部 用 に 区別 して い る ケー スが 多 い。 あ る いは 、 分類

が な いかわ りにシ ソー ラス や 同義 語辞 書 を充 実 させ る な ど して対 処 して い る。

現在 、分 類 を付 与 す る作業 は100%人 手 に頼 って い る。 実 際、 今 回 の ア ン ケー トで機

械 で付 与 して い る所 は 一社 もなか った。

た しか に分 類付 与 作 業 は創 出的 な作 業 で あ る。 しか し、 人手 で は限界 が あ り作業 効 率が

落 ち た り、 分 類 の統 一 性 を保 つ こ とは難 しい。

そ こで作 業 上 、苦 労 す る点 にっ い て調 査 してみ た。

〈作 業上 の 苦労 〉

「人 間が 付 け る以 上 ど う して もぶれ が 出 て くる」 が63%、 そ して 「記 事 の どの面 を と

らえ て分類 語 を どこ まで 付 け るの か判 断 に苦 しむ 」 が 同 じ く63%だ った。 そ の他 の 回答

で は費 用 をか け て い るわ りに、利 用 度 が低 い と い う厳 しい現状 を訴 え る もの もあ った。

利 用 度 とい え ば新 聞社 側 か ら見 た、 ユ ー ザ ー の分類 語 に対す る反応 は どの様 な もの な の

だ ろ うか。

〈ユ ーザー の 反応 〉

① 「あ ま り使 わ れ て い な い」(50%)が 最 も多 く、 ② 「自社 内で使 う方 が 多 い 」(4

4%)と い う回答 も多 か った。 ユ ー ザ ーが 分類 をあ ま り使 って い な い原 因 と して 分 類 の有

効 的 な使 い方 を知 らない こ とや 、検 索 時 間 の短 縮(接 続 料 金 の節 約)が あ げ られ るで あ ろ

う。

〈分類 につ い て の今 後 の計 画 〉

「今 後 も現 在 と同 じ分類 を使 用 す る」 が63%と 半 数 以 上 を 占め 、 分類 の改 善 に対 して

消極 的で あ る こ とが わ か った。 改善 は した くて も人 的負 担 を考 え る とす ぐにで き る もので

は な い、 と い う こ とか も しれ ない。 しか し、残 りは 「一 部 変 更す る予 定 で あ る」 な ど多少

の改 善 を希 望 して い る。

新 聞社 の紙 面製 作 シス テ ム見 直 しの時 期 に さ しか か りっ っ あ る と こ ろ も二 、 三 あ り、 そ

の 一部 と して や は り分 類 付与 作 業 の あ り方 が 問題 と され て い るよ うで あ る。

〈 自由回答 〉

このほか 、 分 類 に関 す る意見 と して、 「業 界紙 や 専 門紙 の デー タベ ー ス で は分 類 の標準

モ デ ルが使 え るか どうか 疑 わ しい 」 や 、 「利 用 しや す い分 類 の ソフ トが 開 発 され れ ば 良い」

「分 類を付 与 す る側 と利 用す る側 の と らえ方 の違 いが 問題 で あ る」 と い う意 見 も あ った。

2.1.2ELNETユ ー ザ ー ア ン ケ ー ト調 査

(1)調 査 目的

ELNETに 寄せ られ る要望 の 中 に時 と して 分類 につ いて の 改善 を求 め る声 が あ る。

標 準 モ デル を構 築す る上 で 忘れ て は な らな いの が デー タベ ース を実 際 に利用 して い るユ ー

ザ ー の意 見で あ る。
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そ こでELNETの サー ビス も含 め 、検 索 者側 の分 類 に対 す る意 見 を ア ンケ ー ト調 査 し、

標 準 モ デル構 築 に役 立 て る こ と と した。

(2)対 象 ユ ー ザ ー の選 定

日頃 分類 を使 用 して い るユ ー ザー と、逆 に使 用 して い な いユ ー ザ ー の意 見 を比 較 す るた

め に 、 以下3種 の ユ ー ザー に 限定 し、合 計3321Dに 絞 り込 ん だ。

①MORの 登録 検 索式 に分 類 を使 用 して い るユー ザ ー

② あ る特 定 日にDB検 索 で 分 類 を利 用 したユ ーザ ー

③DB検 索 の利 用 回数 が多 いユ ー ザー(最 低10回 以 上/月)

IDを 複 数持5て い る会 社 、 団体 は使 用部 署 が重複 して いな けれ ば 別 々 の回答 と見 な し、

また、 代 行検 索 のみ の ユ ー ザ ーは対 象 か ら外 して いる。

(3)質 問項 目

ア ン ケー ト内容 にっ い て は以 下3項 目に 分け た。

① サ ー ビスの使 用 状 況

② 分類(コ ー ド)に つ い て

③ELNETサ ー ビスにっ いて

※ ② に つ いて は参考 のた めELNETの 記 事 分類表 を 添付 した 。

(4)集 計 結 果

ア ンケ ー ト期 間 は作 業 の 関係 で 約3週 間 半 と し、新 聞社 ア ンケ ー トと同様 に ア ン ケー ト

用紙 を郵 送 、 回収 す る形 を取 った。3321Dの うち 、 回収 で きた の は1901Dで57

%の 回収 率 とな った。

分類(コ ー ド)に っ い て の集 計結 果 は次 の通 りであ る。

<分 類 の使 用 有 無>

ELNETの 検 索補 助 機 能 の 一つ であ る記 事 分類 を使 用 した ことが あ るか とい う質 問 に

対 して ① 全 くな い(51%)② 過 去 に1、2回 使 用 した こ とが あ る(22%)③ とき ど き

使 用 して い る(21%)④ よ く使 用 して い る(6%)と い う結 果 に な った 〈図2-1>。

対 象 ユ ー ザ ー をは じめか ら限定 して い る ので 一概 には い え な いが 、使 用 した こ とがあ る

ユ ー ザ ー と使 用 した ことが ない ユー ザー はほ ぼ半 々と、想 像 して いた よ りは使 わ れ て い る

様 子 で あ る こ とが 分か った。

分類 の使 用頻 度

よく使 う

6%

全 くない

51%

【図2-1】
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〈分類 を使 わ な い理 由 〉

分類 を全 く使 った こ とが な いユ ー ザ ー にそ の理 由 を 聞い て み た ところ、 最 も多 か ったの

が 「キー ワー ドで の検索 だ けで 十 分 だか ら」 で51%だ った。ELNETは フ リー キ ー ワ
ー ドで も検索 で き るの で 、確 か に分類 を使 う機 会 が 少 ない の か も しれ な い。 また 、残 念 だ

った のが 「そ ん な検 索機 能 があ る こと を知 らなか ったか ら」 が31%あ る こ とだ った。

そ の他 の回答 で は 「記 事 分類 コー ドを探 す のに 時 間が か か る」 「接続 料 金 の 関係 か ら じ

っ く り検索 した りで きに くい」 「使 用 した方 が 良い場 合 で も気 が付 い て い ない の か も しれ

な い」 とい う意 見 が あ った く図2-2>。

分類未使用の理 由

分類があることを知 らな

かったから

どんなときに使えばよい

かわからないから

使い方、操作方法がよく

わからないから

キーワードでの検索だけで十

分だから

【図2-2】

その他

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

〈使 用理 由 〉

次 に分類 を現 在 、 あ るい は過 去 に使 用 した こ とが あ るユ ー ザ ー を対 象 に分 類 を使 用す る

の は どん な とき な のか質 問 して み た。

① 「あ る特 定 の分 野 の記 事 だ け欲 しい とき」(71%)、 ② 「必 要 な い記 事 を除 外す る

とき」(23%)、 ③ 「大 き なテ ー マ は決 ま って い るが、 適 当 な キー ワー ドが 思 い つ か な

い とき」(22%)と2番 以降 は ほぼ 同数 だ った く図2-3>。

適 当なキーワードが思 いつ

か ない とき

ある特定の分野の記事
だけほ しいとき

必要ない記事を除外す
るとき

【図2-3】

分類使用の理 由

0%

－i懸 腕

穎%

10%20%30%40%50%60%70%80%

〈操作 ・利 便 性 〉

操 作 に関 して は ① 「簡 単 だ った」(59%)、 ② 「少 し手 間取 った」(27%)で この
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二 つ に絞 られ た 。 検索 結 果 に対す る感 想 は① 「まあ まあ役 立っ 」 が56%、 ② 「役 立 つ 」

が28%。

操 作 に少 し手 間取 るに して も、慣 れ れ ば キー ワー ド検索 と同 じよ うに利 用 で き、 検 索 し

た結 果 もそれ な りに役 立 っ こ とがわ か る。

〈記 事 分類 に関 す る 自由回 答 〉

ユ ー ザ ー の分 類 に 関す る意 見(3件 以上)を 以 下 の よ うに まとめ てみ た。

① 分類 が粗す ぎる

② キー ワー ド検索で十分

③ 的確 なコー ド付与 を してほ しい

③ 信頼性 に欠ける

④ コー ドを探す のに時間がかか る

④ 効率的な利用方法 を知 らない

④ これか ら利用 したい

④産業 の分類 を細か くしてほ しい

④ シ ソーラスを作 ってほ しい

⑤漏れがある

⑤ 大きなテーマの検索に有効

⑤新 しい言葉 を分類表にのせてほ しい

(16件)

(10件)

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

6件)

6件)

4件)

4件)

4件)

4件)

4件)

3件)

3件)

3件)

全 体 で も っと も多 か った のが 「分類 が粗 す ぎ るので も っと細 か く して ほ しい」 と い う要

望 だ った 。 これ と関 連す る のが 「産 業 分 類 を細 か く してほ しい 」で あ る。ELNETで は

経 済 ・産 業 関係 の記 事 を多 く蓄積 して い るが 、 そ の半 面 で 産業 分類 が粗 い こ とが か ね てか

らの問 題 点 とな って お り、具体 的 に は現在 、 諸 工i業(380=EL分 類 コー ド)に 一緒 に

入 って い る 「食 品 工業 と繊 維工 業 を別 々に して ほ しい」 とい う要 望 や 、紙 ・パ ル プ も含 ま

れ て い る 「化 学 ・医薬(370)の 分 野 を細 か く してほ しい」 とい う意見 に な って あ らわ

れ た 。

また 、 「的 確 な コー ド付 与 を して 欲 しい」 「信 頼性 に欠 け る」 が3位 で並 ん で い るが、

これ は 「漏 れ が あ る」 な どの意 見 と関 連 して い て、人 手 に よ る分 類 コー ドの付 与 が そ の努

力 に もか かわ らず必 ず しも十 分で は ない こ とを反 映 して い る。

さ らに 「効 率 的 な利 用 方 法 を知 らな い」 「どの分類 コー ドを選 ん だ らよ いの か わ か らな

い 」 な ど利 用 に 関す る悩 み もあ った 。

この ほか 「シ ソー ラ ス を作 って ほ しい」 「新 しい言葉 を分 類 表 に のせ て ほ しい 」 「国内

と海外 を分 け る コー ドが ほ しい」 「統 計や指 標 な ど別 の種 別 の分類 を作 って ほ しい」 な ど

い ろ い ろ な要 望 が あ った 。
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2.2 「標 準 モ デル 」 の決 定

一 般 紙7社 記 事 デ ー タ ベ ー スの 分 類

EL
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2.2.1分 類 キ ー ワ ー ドの 選 定

(1)目 的 ・指標

分類 キ ー ワー ド 「標 準 モ デル 」 とは 、 で き るだけ わ か りや す い 言葉 で 記 事 の主 題 を表 す

こ とがで き、 構築 しや す く検 索 しやす い簡 便 で 実用 的 な記 事 デ ー タベ ー ス 分類 で あ る。 わ

れ われ が 目指 した の は、新 聞 の扱 う記 事 の包 括性 ・多角 性 を考慮 しなが ら も、厳 密 な体 系

とす る よ りはむ しろ100～200語 程 度 で 現 実 の記事 デー タベ ー スの 分 類 のす べ て を無

理 な く納 め る こ とので き る 「分 類 キ ー ワー ド」 であ る。 この 程度 の数 で 記 事 分類 を 可能 に

す れ ば構 築す る側 に も検 索す る側 に も負担 の ない有 効 な記 事 デ ー タベ ー ス の検 索 キ ー とな

る し、実戦 へ の適 用 にあ た って 柔軟 な変 更が で き る と考 えた 。

(2)分 類 キー ワ ー ド表 の作 成

作 成 に あ た って は新 聞各 社 の デー タベ ー ス分類 表 を素材 と して利 用 した。 そ の際 、 専門

紙 の デー タベ ー ス 分類 は狭 い分 野 に 限 られ て い るた め に除 き、 一般 紙6紙(朝 日新 聞 、読

売 新 聞、産 経 新 聞 、中 日新 聞、 北海 道 新 聞、河 北 新 報)にELを 加 え 、 合 計7社 の 分類 表

を対 象 と した。

各 分類表 は大分 類 一中 分類 一小 分類 の 階層化 され た体 系 を持 つ もの か ら比較 的 簡 単 な も

の まで様 々で あ った。 そ こで 比 較検 討 が しやす い よ うにそ れ ぞれ を大 分 類 一中分 類 一小 分

類 の3レ ベル に便 宜 的 に あわ せ た。 分 類 キー ワー ドの モ デル 作成 作 業 は これ らを も とにお

こな った。

分類 キ ー ワー ド候 補 の選 定 には 、7社 の分 類表 をマ ー ジ して 大 分類 レベ ル か ら順 次検 討

し、統 合 や移 動 に よ って整 理 して い く、 と い う方 法 を と った 。 この作 業 で 、最 後 に小 分類

の レベル に残 った 言葉 を 分類 キー ワー ド候 補 と し、 最終 的 には 分類 キー ワー ド標 準 モ デル

と して ま とめ た。

分類 の 対象 は 一般 紙 に掲 載 され た記 事 と し、利 用 の形 態 と して は、 専 門 家 よ りは ビジネ

ス ユ ーザ ーや 個 人 ユ ーザ ー を想 定 して作 成 にあ た った。 さ らに産 業 分 類 を細 か く分 け ビジ

ネ ス ユー ス に も応 え られ るよ う に と考 え た。ELデ ー タベ ー ス で は産 業 分 類 は経 済 か ら独

立 してい るが10の 分 類 しか ない。 そ の ため ユ ー ザー か らは 産業 分類 が 不 十 分 であ る との

声 が あ る ことを考 慮 した か らで あ る。 この点 は一 般 紙 の記 事 デー タベ ー ス に お いて も同様

に存 在 す る問 題 で は ない か と考 え て い る。

オ リジナ ル分類 表 は階層 レベ ル を合 わ せ る以外 は原則 と して そ の ま ま使 う こ とに した が、

国別 の地 域分 類 だ け は最 初 か ら除 外 した。 また 、そ の新 聞 デー タベ ー ス に特有 の もの(道

新 の 「利 雪 ・克雪 」)、 独 自企 画 の もの(読 売 の 「年 間企 画 」)、 新 聞社 の社 告 や 主 催事

業 な どは 最終 案 で は分 類 キ ー ワー ドとは しなか った。 これ らは 必 要 に応 じて追 加 す る こ と

で 対処 す れ ば よい と考 え て い る。

(3)分 類 キー ワー ド選 定過 程 と問題 点

(a)大 分類 項 目の検 討

く総 額 の移動 〉

新 聞記 事 デー タベ ー スで は 日本 新 聞協 会作 成 のr新 聞切 抜 ・写 真 分類 表 』 の影 響 が 大 き

い。 この切抜 分 類 表 は 日本 十進 分 類 法 に も とつ い て作 られ て い るた め総 類 と い う分類 項 目

が 残 って い る。 総 類 は いわ ば 一般 の 一 般 と して 、他 の どの 分類 に も入 らな い もの を ま とめ

て あ るため 、後 述 す る よ う な大分 類 項 目の もとで の 「○ 〇 一般 」 の問題 と 同様 にわ か りに

くい分類 とな って い る。 そ こで総 類 にあ る新 聞、放 送 、 言 論報 道 、 皇 室 な どは そ れぞ れ よ

り具 体 的 な分類 に移動 した。
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〈国際 の 扱 い 〉

国際 の 分類 はELを 除 く6社 が使 って い た。 国際 に分 類 され て い る国名 、地 域 名 は最 初

の段 階 で 除外 した が 、 これ は記 事 主題 分類 と しての分 類 キ ー ワー ドに 組み 込 む に は無 理 が

あ る と判 断 した か らで あ る。 しか しそ のた め に残 った国 際 にあ る分 類 キ ー ワー ドの 内容 が

あ い ま いに な り、最 後 まで 議 論 の対 象 とな った。

検 討 の結 果 、 大 分類 項 目を表 の よ う に9っ に まとめ た く表2-1>。

■ 大 分 類 対 象 表

新 体 系 EL 朝 日新聞 読売新聞 産経新聞 北海道新聞 河北 新報 中日新聞

＼ ＼ 総 類 ＼ 総 額 ＼ 総 類 ＼
政 治

政 治
政 治

政治 ・皇室

政 治 政 治

政 治 皇 室 司 法
F.

国 際 国 際 国 際 国 際 国 際 国 際

経 済 経 済 経 済 経済 ・産業 経 済
経 済

「

経 済
産 業

経 済
労 働

社 会
労 働 労 働 労 働

社 会 社 会
社 会

社 会
'社 会

社 会
生活 ・家族

生 活 人もの・地域問題

事 件 事件 ・事故 事 件 事件 ・事故 事件 ・事故 事 件

科 学 科 学 科 学 科 学
科 学

科 学

文 化

からだ

核問題

文 化
文 化 文 化 文 化 文 化 文 化

Il整

スポ ー ツ スポ ー ツ スポ ー ツ ス ポ ー ツ ス ポ ー ツ

注1)各 大分類の持つ概念はデータベースにより微妙に異なるが、ここでは名辞 レベルめ対照を表 した。

注2)産 経新聞 ・北海道新聞は大分類にあたる名辞をもたないため、各分類体系に沿った大分類名を便宜的

にふり当てた。
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(b)中 分類 項 目の検 討

中 分類 の検 討 は具体 的 な分 類 キ ー ワー ドを想 定 しなが らの 作業 に な った。

〈 「○ 〇一 般 」 と 「そ の他 ○○ 」 につ いて 〉

扱 う対象 が広 い新 聞記 事 で は 、か な り細 か に分 類 した と して も 「○ 〇 一般 」 や 「そ の他

○ ○ 」 とい う分類 項 目が必 要 に な る が、 安 易 に これ らを認 め る と必 然 的 に その 部 分 が肥 大

化 し分類 の役 割 は急速 に低 下 して しま う。 この問題 を繰 り返 し議 論 した が最 終 案 で も解 決

で き た とはい え な い。 該 当分類 キ ー ワ ー ドの定 義 を 明確 に して使 って い く しか な い と考 え

て い る。

〈分 類 キ ー ワー ド暫定 案 〉

中分 類で も大胆 に統 合 、移動 を行 い一 通 り検 討 の結 果 、 次 の よ うな 暫 定案 を作成 した。

この85語 で 分類 キー ワー ド案 の骨 格 が 形 作 られ た といえ るく表2-2>。

分類 キ ー ワー ド暫 定案 <表2-2>

政 治(10) 政治一般 行政 国会 外交 軍事 財政 司法 政党

選挙 地方 自治

経 済(14) 経済一般 産業一般 企業経営 サー ビス メデ ィア

運輸交通 金融 鉱工業 資源 エネルギー 情報通信

土木建設 農林水産 財政 貿易

労 働(5) 労働一般 雇用 職業 賃金 労働組合

国 際(7) 国際一般 国際軍事 国際経済 国際政治 国連

戦争 ・紛争 平和運動

社 会(ID 社会一般 衣食住 家族 環境 ・公害 市民運動 社会保障

女性 世代 世相 ・風俗 余暇 行事

事 件(13) 事件一般 交通事故 航空機事故 火災 海 ・水難事故

山岳事故 そ の他事故 産業事故 自然 災害 凶悪犯

経済犯 人質犯 公安事件

科 学(7) 科学一般 医学 宇宙 原子力 生物 地球 理工学

文 化(7) 文 化 一般 ス ポー ツ 教 育 芸 術 ・芸 能 文 学 人文 ・社 会

宗 教

スホ㌧ ツ(ID スポーツ一般 スポーツ施設 球技 水上競技 総合競技

冬季スポーツ 武道 野球 陸上競技 その他スポーツ

ギ ャンブル競技

(c)小 分類 の検 討 と分 類 キ ー ワー ド表第 一 次 案 の作 成

分 類 キー ワ ー ドの候 補 語 選 出 の最 終 段 階 で、 修 正 「中分類 」 の下 に 集 め られ た各 デ ー タ

ベー スの小分 類 語 に あた る もの を細 か くチ ェ ック して い った。

こ の過 程 で の主 な内容 は以下 の通 りで あ る。

〈経 済 〉

・産 業分 野 を実 用 に耐 え る よ うで き るだ け細 か く分割 し、 「産 業 一 般 」 を な く した。
・ 「総類 」 か ら移 した 言論 報道 関連 は 「文化 」 に再移 動 し、 「言論 報 道 」 と した 。
・ 「情報 サ ー ビス」 と 「通 信 」 が分 か れ て い た のを 「情 報 ・通 信 」 と して統 合 した。
・新 聞、 放送 、 出版 な ど を総括 して 「メ デ ィア」 また は 「メデ ィア産 業 」 とい う分 類 キー

ワー ドを考 え たが 「情 報 ・通信 」 と区 別 が難 し くな り最 終 的 に は 「新 聞 ・通 信 社 」 、 「放

送 」 、 「出版 ・印刷 」 と した。
・ 「知的 所有 権 」 をマ ル チ メデ ィア時 代 の 到来 な ど今 後 の 動 向 を に らん で独 立 させ た。
・ 「そ の他工 業 」 と 「そ の他 サ ー ビス業 」 はす べ て を個 別 産 業 に分 け られ な いの で や む を

えず その ま まに した く図2-4>。
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分 類 キ ー ワ ー ド選 出 の 過 程

各社の記事分類 言論の概念はそれぞれ社会や経済の下に置かれている。(※ 分類例示を便宜的に小分類とした。)

↓

墾 参
＼ ∠

中分類 メ デ ィ ア

大分類 経 済

→ 緯 轡1
分 類 キーワード 言 論 報 道

大分類 文 ヒイ

検討過 程

「経 済 ・メデ ィア」 に含 まれ る概念 と した。

最終決定

「文化」 に移 動 し、分 類キー ワー ドと して独立 させ た。

【図2-4】

〈国 際 〉

・ 「国際 」 の下 に集 め られ た候 補 語 には 「国際 政治 」
、 「国 際軍 事 」 、 「国 際経 済」 な ど

が並 んで 、"外 国"で の記 事 の独立 した 分類 体 系 があ るか の よ うだ った。 分類 キ ー ワー ド

は記 事 主 題 に付 与 し、 国名 な どは キー ワー ドで 対処す る、 とい うわれ わ れ の考 えか らす れ

ば国 際 は不 必 要 との 意 見が あ った。 また 、 「国 連」 は機 関 で あ り主題 分 類 キ ー ワ ー ドとは

な らない ので は ない か との意 見 も出た。
・この段 階で は 暫 定 的 な結 論 と して、 まず 、 国 際 にあ る分類 キー ワー ドは、 日本 を含 ん だ

場 合 に は三 国 間 以 上 の、 日本 を含 まな い場 合 に は二国 間 以上 の国家 レベ ル の 関 係 に基 づ く

記 事 に付 与 す る こ と、 また 、 国連 は 機 関で は あ るが新 聞記 事 の 実用 上 の 分 類 と して の利 点

を優 先 させ て 残 す こ と、 と した。

〈社 会 〉

・記 事 主 題 分 類 と して の分 類 キ ー ワー ドとい う のが基本 だが
、実 用性 、 簡便 性 を 考 え て例

外 的 に記 事種 別(形 式)と しての 「計 報 」(死 亡記 事)を 独立 させ こ こに お い た。
・ 「女 性 」 をr性 別 」 と したが

、最 終 案 で は性 をめ ぐ って の幅 広 い記 事 へ の分 類 キ ー ワー

ドと して 「性 差 」 と した。

〈文 化 〉

・ 「芸術 ・芸 能 」 と ま とめ られ て い た もの を ジ ャンル別 に細 分化 した。
・ 「経 済」 か ら 「言論 報 道 」 を移 し、 ここ にお いた。

以上 の検 討 の後 、 分 類 キー ワー ド表 の第 一 次案 を作成 し、 専 門家 の 意 見 も聴 き なが ら、

さ らに詰 め て い った。
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(4)専 門家 の 意見

分類 キ ー ワー ド第 一 次案 の完成 後 、 そ の評 価 を東洋 大 学 講 師(図 書館 情 報 学)で 、 デー

タベ ース コンサ ル タ ン トと して も活 躍 され て い る藤 田節 子 氏 に お願 い した。 評価 は ヒア リ

ング とい うか た ちで 行 われ た。

最 初 に分 類 の基 本 や作 成 方 法 の 問題 点 等 の意 見 が述 べ られ た後 、 そ れ らをふ まえ た上 で

具 体 的 な点 につ い ては 、主 題 と地 域(国 際)、 記 事 の種 類(計 報)な ど観 点 の 混在 を指 摘

され た。 また 、 異 な った レベル で並 列 され て い るケ ー ス(「 経 済政 策 」 と 「公 正取 引 」)

や 同一 レベル で の観 点 の混 在 の ケ ー ス(「 自動 車 工業 」 と 「産 業 ・経 済 団体 」)な どが あ

り整 理 され て い な い、 「○ 〇 一般 」 と 「そ の他 ○○ 」 の使 い方 もは っき り して お い た方 が

よ い、 分類項 目の概 念 を文 章 、 こ とば 、例 示 な どで も っと適 切 に表 現 す る こ とが 必要 で あ

る、 な どのア ドバ イス が あ った。

(5)分 類 キ ー ワー ド表 の修 正 と最 終 案確 定

こ の ヒア リングで 出 され た具体 的 な意 見 を参 考 に 、最終 案 を ま とめ る の作 業 を進 めた。

主 な検 討 点 は次 の通 りで あ る。

〈全 般 〉

・ 「○〇 一般 」 は各 大 分類 項 目に一 つ と し、そ の 分野 の分 類 キ ー ワー ド全体 に関連 す る よ

うな記 事や 、 そ の どれ に も 当て は ま らな い記 事 に付与 す る こ と と した。 「そ の他 ○ ○ 」 は

分類 キー ワー ドの な い工 業 とサ ー ビス業 を分類 す る もの と して実 質 的 に残 る こ とに な った。

これ らの 中か ら状 況 の変 化 に よ って新 しい概 念 が 必要 にな れ ば そ の時 点 で分 類 キ ー ワー ド

と して 独立 させ れ ば よい。

〈経 済 〉

・経 済 の分 類 キ ー ワー ドの うち各 個 別 産 業 を 「産 業 」 と し、 それ 以 外 の経 済 関 連 を 「経 済 」

と して 、 よ りわ か りやす く した。 また 「そ の他 工 業 」 を 「諸工 業 」 、 「そ の他 サ ー ビス業 」

を 「各種 サー ビス業 」 と した。

〈社 会 〉

・ 「計 報」 以外 に 「人事 」 記 事 が実 用 性 が 高 い と い うこ とで追 加、 あ らゆ る人 事 記事 を ま

とめ られ る よ うに した。

〈事 件 〉

・大 分 類 の 「事 件 」 は事 故 も含 む ため 「事件 ・事 故 」 に変 更 し、事 件 の種 類 を 内容 に よ り

細 か く分 け 「コ ン ピ ュー タ ー犯 罪」 や 「麻薬 ・覚 せ い剤 」 を 加 え た。 また、 新 聞 社 の多 く

が 実用 上 の必要 か ら使 って い る、事 件 をお こ した主体 に よ る分類 を新 設 した。 「青 少年 犯

罪 」、 「外 国 人犯 罪 」 、 「暴 力 団犯 罪 」 で あ る。 した が って 、青 少年 に よる コン ピュー タ
ー を使 って の犯 罪 は、 「青 少 年 犯 罪」 と 「コ ン ピ ュー ター 犯 罪 」 の両 方 に分類 し、 そ れが

銀行 な どか ら大 金 を詐 取 した よ うな場 合 には 「経 済 犯 」 に も分 類す る こ とに な る。

〈文 化 〉

・文化 の 「教 育 一般 」 は 「学 校 教 育 」 と の関係 が不 明確 に な るた め 「社 会 教 育」 と変 更 し、

教 育 関連記 事 は 主 と して 「学 校 教 育」 と 「社 会 教 育 」 で分 類 す る こと と した。
・ 「その他 芸 能 」 は 内容 か ら判 断 して 「演 芸 」 が適 当で あ るた め 変 えた 。

・ 「その他 競 技 」 か ら 「武道 ・格 闘技 」 を独 立 させ 、 それ 以 外 の競 技 で 分 類 キ ー ワ ー ドを

もた な い ものは 「ス ポー ツ一般 」 に分 類 す る こ とに して 「そ の 他 競技 」 をな く した。

以 上の 主 な変 更 を反 映 させ 、 分 類 キ ー ワー ド標 準 モ デル と して 完成 させ た く表2-3>。
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分 類 キ ー ワ ー ド 標 準 モ デ ル <表2-3>

【政 治】

政治一般

国会

選挙

政党

行政

地方 自治

【経 済】

経 済一般

経 済 ・金融政策

経 済協力

景気 ・物価

公正取引

【産 業】

金融業

農 林漁業

土木建設

食品工業

繊維工業

紙パル プ

資源 ・エネルギー

鉄鋼

非鉄金属

鉱業

化学工業

医薬品製造業

機械工業

精密機械

輸送用機器

【労 働】

労働一般

雇用

労働条件

【国 際】

国際一般

国際政治機構

国際経 済機構

南北問題

国連

司法 ・裁判

財政

外交

安全保障

軍事

皇室

知的所有権

産業 ・経済団体

企業経営

貿易

自動車工業

電子 ・電機

諸工業

情報 ・通信

新聞 ・通信社

放送

出版 ・印刷

広告

不動産

運輸交通

卸 ・小売業

飲食業

レジ ャー産業

各 種 サ ー ビス業

29

労働組合

職業

戦争 ・紛争

核兵器

軍事同盟

軍縮

【社 会】

社会一般

生活

家族

世代

性差

世相 ・風俗

環境保護

【事 件 ・事 故 】

事 件 ・事 故 一般

凶悪 犯

経 済 犯

公安 事件

人質 犯

コンヒ。ユ一夕ーぢ巳罪

外 国人犯 罪

青 少年 犯 罪

暴 力 団犯罪

麻 薬 ・覚せ い剤

【科 学 】

科 学 一 般

医 学 ・医 療

生 物

ハ"イオテクノロシ"一

宇 宙

【文 化】

文化一般

美術

音 楽

映画

演劇

舞踊

演芸

伝統芸能

【ス ポー ツ】

ス ポ ーツ一 般

総 合競技

球 技

陸 上競技

市 民 運 動

社 会 保 障 ・福 祉

余 暇

行 事 ・イベ ン ト

計報

人事

13

交通事故

航空機事故

火災

海 ・水難事故

山岳事故

産業 災害

自然 災害

コンヒ。ユ汐一事故

原子力事故

地球

気象

原子力

理工学

文 学

文化財

文化施設

宗教

人文 ・社会科学

学校教育

社会教育

言論報道16

水上競技

冬季競技

ギ ャンブル競技

武道 ・格闘技

合計129分 類 キー ワー ド
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2.2.2分 類 キ ー ワ ー ドの 利 用

(1)分 類 キー ワー ド利 用 に あた って

〈重複 付 与 〉

分 類 キー ワー ドは 、新 聞 記事 の簡 便 で実 戦 的 な 分類 を実現 す る もの と考 え た。 したが っ

て 各 分類 キ ー ワー ドは排 他 的 に定 義 され て い る もの では な く重 複 して の 付与 を認 め る。 人

手 で の付 与 で あれ ば 、思 いつ くま ま付 与 して いけ る よ うな もの と考 えた か らで あ る。 また、

この重 複 付与 は コ ン ピ ュー ター を使 って の分 類 自動 付 与 の場 合 には必 要 不 可 欠 の も ので あ

る。

〈記事 種 別 な ど 〉

分 類 キー ワー ド付与 は、 記事 の主題 に よ って 行 う のが原 則 で あ る。 た だ 、新 聞記 事 デー

タベ ー スの利 用 の 便 を考慮 し記 事種 別 や機 関 ・団体 にか かわ る分 類 キー ワー ドも例 外 的 に

認 め て い る。 死 亡 記事 で は 、 まず 第 一 義 的 には 「言卜報 」 に 分類 され るが 、記 事 の扱 い によ

って は、 そ の人 の 活 躍 した 分野 に該 当 す る分 類 キ ー ワー ドを合 わ せ て付 与 して よ い。 人事

記 事 にっ いて も同 様 で あ る。

「産業 ・経 済 団 体 」 の場 合 も各 産 業 別 の 団体 だ け で な く、経 団 連 な ど財 界 四 団体 か ら各

地 方 の経 済 団体 まで を一 括 して集 め られ る実 用 性 か ら、 重 複付 与 をふ ま えて 分類 キ ー ワー

ドと した。

〈定 義 づけ 〉

今 回 は、 分類 キ ー ワー ドの 下 に集 め られ た各 社 の 分類 語 や例 示 をで き るだ け 簡潔 に整 理

し主 な内容 と して ま とめ た。(資 料4-2に 「分 類 キ ー ワー ドの主 な 内容」)

た だ し、 作成 思 想 が 異 な り レベ ル の混 在す る各 社 の ものを 整理 した程 度 で 、 分類 キ ー ワ
ー ドの説 明 と して は十 分 で な い と ころが あ る。 した が って 、 実用 に移 す 段 階 で細 か な定 義

づ け を行 って い く必 要 が あ る。

〈分類 キ ー ワー ドと キー ワー ド〉

分類 キ ー ワー ドは、 この研 究 で は分 類 と して定 義 して きた が 、検 索 キ ー と して は 分 類で

あ って もよ い しキ ー ワー ドで あ って もよ い、 と考 えて い る。 た だ し、今 回 の分 類 キ ー ワー

ドで は通常 の索 引 語 と して の キー ワー ドとの 区別 をつ け に くい ものが あ る ので 、 キ ー ワー

ドと して使 う場合 に はあ る程 度 修 正す る必 要 が あ る。

(2)分 類 キー ワー ド標 準 モ デル の検 証

実戦 に移 す にあ た って 具体 的 に どの様 な問 題 が あ るの か、 標 準 モ デル 完成 後 、 朝 日新 聞

記 事 デー タベー ス の作 成 に携 わ り、 代行 検 索 サ ー ビス も行 って い る朝 日新 聞 ニ ュー メ デ ィ

ア ・サー ビス の社 員 に実 際 に分 類 キ ー ワー ドを使 って も ら った。

材 料 は朝 日新 聞96年2月15日 付朝 刊 の第1面 、第2面 、 第1国 際 面 、 第3経 済 面 、

第1家 庭 面 、第1社 会 面 の合 計54記 事 で、 分 類 キ ー ワー ド標 準 モ デル に した が って7人

が 分 類 を付与 した 。

短 期間 の作業 で は あ ったが 、7人 の間 で付 与 した 分類 の ぶれ は あ ま りな く、 一 つ の 分類

に限 る と、 全員 が 共 通 して 付 与 した もの36記 事(66.7%)、1人 だ け が 異 な って い

た もの11記 事(20.3%)で 、 合 わ せ て47記 事(87%)あ った。

残 りの7記 事(13%)は 、 大局 的 な主題 で 複 数 の 分類 が考 え られ る よ う な場 合 や 「軍

事 」 と 「戦 争 ・紛 争 」 の関 係 な ど言葉 だ け で は な く明確 な定義 づ けが 必要 と され る場 合で

あ り、簡 単 な資料 を渡 した だけ で依 頼 した 今 回 の検 証 で はや む を得 ない こ とで あ る。

分類 キ ー ワー ドと分 類 キ ー ワー ド間 の関 係 を よ り細 か く定 義 づ け、 必要 に応 じて 分 類 マ
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ニ ュアル を作 るな ど を行 って いけ ば 実用 に耐 え るもの に な る こ とは見 通 せ た と考 え て い る。

<表2-4>

分類 キー ワー ド標 準 モ デ ル 付 与 検証例

●対象記事:朝 日新聞1996年2月|5日 付 第3経 済面

〈見出し一覧〉<表2-4>
① 「日本の景気回復」34%香 港週刊誌の調査(情 報ファイル ・国際)

② 無配に転落 したけれど、経営 トップは年収10億 円 米アップル

③ 欧州通貨統合の延期を認める 独連銀総裁が発言

④ 第一勧銀とメリルリンチがデリバティブ業務で提携

⑤ 500ド ルパ ソ コン に っ い て、 米 ネ ッ トス ケ ー プ社 ・ク ラー ク 会長 語 る

⑥ 汚職事件に関連 した、丸紅など5社 を入札から排除 シンガポール

⑦ 「日本は貿易モデル国」 米、一転 し評価CEAの 年次報告で

⑧ 目標年次決め 自由化を 欧亜貿易でタイが提案へ

⑨ ロシア企業の延滞債務5兆 円 目立っ大企業の税金滞納

●①～⑨の記事に対 し、A～G7名 が 分類キーワー ドを付与した結果。記事の主題に対する分類はほとんど全員
一致 しているが

、二次的 ・三次的なテーマに対する付与にぶれが出ているのがわかる。

AB C DEFG

① ,景気㌶物価鱗㌶気離物伽羅 菱罵燕 ㌶物価簗 景気ご物価ぎぶ謙気ξ物価輪 繰 気働 価. :ぎ麺 』畑.「

② 縄 手 ・電機'電 請,電 機 ぴ
編"

企業経営 企業経営
電子彩鷹機㌻ 、電き騰!菅 無 ・癬 機影 　

,'・ 、,w〔 濠r"`ぷ4

解耀麟
企業経営

電子轡 ≧電磁 ㌶ .
企業経営 企業経営 企業経営

③ 経溢 ⑪購 馨経溢 融政策惑轍纈 融政簿'舞殿 融政鰍 経済金融政策
国際一般

纏縫 融雌 蘂経縫 融曝 珍
国際経済機構
労働条件

国際経済機構

④

⑤

金融懸 惑、⑳ 癬融業で
企業経営 経済協力

糞藩 邊麟雀銭蒙○黛夢邉融磐㌘.×
企業経営 企業経営

適 融業議灘醗牢金融業～
　 　

企業経営'

縄ム 量繊 、'緊騨 ぎ ジ蟹 ㌘:騨墾緯i3纏 縣 繍 鍵縄 磯撒 無 一堂機,・解 彊 機影
情報通信 情報通信 情報通信 企業経営

∨ 撫 …〆 経 済 妬 む－x・一 浩 批 、・
"久F、

醤庶驚 酬欝 篠 懸㌶硫 鱒 繊濾胞
Aごメ"ウ,〃

卸 ・小売業 企業経営 公正取引 卸 ・小売業""

財 政

製卸
・小売業 …

⑥

⑦

⑧

湯 、

灘 肇 欝欝 澱 ぼ一
'シ'/＼ 澄

'
_、_・ ・.{、 易 　 経 済 一 般A

,」'

経済二般 』麟済金融政策

景気 ・物価

瀕 妨 ・,
彩㌘

経済一般

臨 講雛 諜ぎ欝欝撚 構翠易∵"灘 渡 場、讐 犠 、難鵬 一 魚易渓∵て ・
経済協力 国際経済機構 国際経済機構

⑨ 経済金融政策 遥 陛 … 一 蹴 ケ'躍 ⑫i連 敗
。,i教.、 ぷ,,経 済金融政策産業経済団体m経 済金融政策 経済

一般 企ぎ経営 経済会議撒 策'企 業経営 企業経営

(3)今 後 の検 討 課題

わ れ われ は 、 今 回 の 分類 キー ワー ド標準 モ デル の作 成 作 業 を新 聞各 社 の 記事 デ ー タベ ー

ス分 類 を たた き台 と して 比較検 討す る中 で行 って きた。 しか しそれ ぞ れ の記 事 デ ー タベ ー

ス の 分類 の特 徴 や 問題 点 にっ い て の取 材 ・分 析 ・検討 は 十 分 とは い えず 、 分類 の名 辞 レベ

ル で の操 作 と な った感 は否 め な い。 専 門家 の 立場 か らは 、 こう した観 点 や個 々の分 類 キ ー

ワー ドの概 念 の 不 明確 さ を指摘 され る こと にな ったが 、最 終 的 に ま とめ た分 類 キー ワー ド

標準 モ デル は 、 実 際 の新 聞記事 デー タベー ス へ の適 用 を検 討 しう る素案 と して 成 り立 って

い る ので は な い か と考 え て い る。

分 類 に関す る ア ンケ ー トで も明 らか な よう に、構築 側 で は 分 類 を 全面 的 に人 手 に頼 らざ

る を得 な い こ と に よ って 生 じる コス ト問題 、 不 均質 や検 索側 との ぶれ の問題 を抱 えて い る。
一 方 、 あ る主 題 記 事 を 包括 的 に検 索 で き る分 類 が便利 な検索 キ ー で あ る こ と も確 か で あ る。

した が って、 使 いやす い形 で の改 善 の方 向が 見 出せれ ば 記事 分類 を存 続 させ た い と い う欲

求 もあ る ので あ る。

検索 側 か らもキ ー ワー ド的 な感 覚 で使 え る分類 キー ワー ドが あれ ば 、 い ま の分 類 よ りは
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使 う機 会 も増 え、 キー ワー ドとの 併用 に よ って 目的 とす る記 事群 を簡 単 に選 び 出す こ とが

で き るだ ろ う。

簡便 で 実用 的 な 分類 キ ー ワー ド標 準 モ デル は構 築 、利 用 の双 方 に大 き な メ リ ッ トを もた

らす ことがで き るはず で あ る。 新 聞記 事 が 森 羅万 象 を扱 う に して も、 必ず しも厳 密 に体 系

化 さ れた 分類 が 必要 なわ け では な い。 今 回 ま とめた130程 度 の分 類 キ ー ワー ドが あれ ば

記 事 の分類 と して は十 分 な役 割 を 果 たせ るの で は ない か。

そ して この案 を素 材 と して各 新 聞記 事 デー タベー ス 間で の共有 化 、標 準 化 の論 議 が 深 ま

れ ば デー タベ ー ス利 用 の 、特 に複 数 の新 聞 記 事 デ ー タベ ー スを扱 う横 断 的情 報 サー ビス形

態 で の利用 の一層 の拡 大 に役 立 つ の で は ない か と考 え て い る。

今 回 の研 究 をふ まえ 、 われ わ れ は実 用 へ の 組 み込 み を 目指 して さ らに検 討 を重 ね て い く

っ も りで あ る。 この 「分 類 キー ワー ド標 準 モ デ ル」 が新 聞記 事 デ ー タベ ー ス分 類 を共通 化

し便利 な使 いやす い もの と して い くた め の論 議 の契 機 とな る こ とを願 って い る。
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2.3 自動付与の実験

12分 類 キ ー ワ ー ド選 定 会 議 分 類 キ ー ワ ー ドー 覧 表 該 当記 事 候 補 の 抽 出

⇒

分 類 キ ー ワ ー ドー 覧 表

1.安 全 保 障

2、 司 法 ・裁 判

3、 経 済 協 力

公 正 取 引

情 報 ・通信

レジ ャー 産 業

7.気 象

8、 バ イ オ テ ク ノロ ジ ー

9、 環 境 保 護

社 会 保 障 ・福祉

学 校 教 育

文 化 財

⇒
～

-

-

-

一

一

-

一

一

ー

-

L

…

…

…

」

」

解析用 ファイル

目 司一

o
分類キーワー ド別に記事 出 力

＼

日本 語 解 析 ・キ ー ワー ド抽 出

」

「
…

…

自動付与実験

ー

1

ー

ー

]

一

一

1

一

一

」

論理式の作成

=ニ==11学 校 教 育=====

マ ル チ メ デ ィ ア*学 校;段 落0

マ ル チ メ デ ィ ア*学 校;段 落 一 文

;段 落1

マ ル チ メ デ ィ ア*授 業;段 落0

マ ル チ メ デ ィ ア*授 業;一 文;段

落1

s1十s2十s3十s4

ADD学 校 教 育

↑

⇒

⇒

検証用 ファイル

↓
人手 による評価

自動付与実験の評価

見だし 自動付与

○

×

×

〇
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「分 類 キ ー ワ ー 1ド」 の 自 動 付 与

(流 れ の 概 略 図)

分類 キ ー ワー ド
☆12語 の 選定 ☆

r

対象 の 新聞 記 事

約2400件 を 抽出

解 析 用 フ ァ イ ル
・1140記 事 作 成

「INDXER」 で

キ ー ワ ー ド分 解
検 証 用 フ ァ イ ル
・1124記 事 作 成

12分 類 語 別 に

論 理式 を構 築

論理 式 で

繰 返 しテ ス ト

検証 用 フ ァイ ル

自動付 与 実験

'

実験結果の評価 5人 の 人手 評 価

'論理 式 を 修 正

第2回 自動 付 与 実験

・第2回 結 果 出 力
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2.3.1自 動 付 与 実 験 の背 景 と意 義

わ れ わ れ は、(財)デ ー タベ ー ス振 興 セ ン ターの平 成6年 度 委 託 事業 と して 「創 出 キー

ワー ドの 自動 付 与 に 関 す る調 査研 究 」 を行 った が、 これ を さ らに発展 させ れ ば 分 類 の 自動

付 与 まで いけ るの で は な いか 、 とい う希 望 と期待 を も って い た。 創 出 キ ー ワー ドは 、 記事

原 文 中 に存 在 しな い キ ー ワー ドを、 存在 す る語 の置換 あ るい は その論 理 演 算 に よ り、 キ ー

ワー ドを"創 出"し よ う という もの で 、機 械 に よる文 字 列検 索 の不備 を補 うの が狙 い だ っ

た。 今 回 の分 類 キ ー ワー ドの 自動 付与 は、 同 じ様 な簡 便 な方 法 で 記事 全 体 の文 意 を も と ら

え られ な いか とい う 大 それ た狙 いを秘 め て い る。

デ ー タ ベー ス業 界 で は、 フ リー ター ム検索 が進 み、 ノ イズ の排 除 が サ ー チ ャー を悩 ませ

て い るが 、 人手 に よ る分 類 語付 与 は考 え方 に よ る"ぶ れ"が 避 け られ ず 、 さ らに付 与 作 業

の負 担 が 非常 に大 き い。 も し自動付 与 が で きれ ば、 デー タベ ー ス構 築 の 作 業能 率 の 向上 に

役 立 っ ば か りか 、 分 類 内容 の均 質化 にっ な が る こと にな ろ う。

2.3.2実 験 素 材 の準 備

(1)分 類 キ ー ワー ドの選 定

分類 標 準 モ デル の完 成 を待 って分類 キ ー ワー ドの選 定 にか か って い て は、 検 証 実 験 に 間

に合 わ な いお そ れ が あ る ため 、 あ らか じめ 予想 され る分 類 語 を研 究班 の 自由 な討 議 に よ っ

て選 ん だ。 政 治 、経 済 、社 会 、文 化 の幅 広 い分 野 か ら実用 性 が 高 い12項 目を選 ん だ つ も

りで あ る。(資 料4-3に 「自動付 与 用 分 類 キ ー ワー ド」)

新 聞記 事 の分 類 は、 いっ も分 類概 念 の周辺 部 が 明確 にで き ない宿 命 を も って い る た め、

議 論 が 果 て しな く続 く。 今 回 の フ リー トー キ ン グで も、 「安 全保 障」 は これ まで 「外 交 」

あ る いは 「軍 事 」 の中 で 取 り扱 われ て きた ので 、独 立 の分 類 項 目をた て るべ きか ど うか 、

最 後 まで もめた 。 一 国 の 安 全保 障 は、 隣接 の両 分類 と重 複 付 与す る結 果 に な って も、 別建

て にす べ き今 日的 な分 類 語 であ る と して 、実験 テー マ に加 え る こと と した。

(2)対 象記事 の収集

分類 キ ー ワー ド12項 目ご とに200記 事 、計2400記 事 を 目安 に収 集 す る こ と と し

た。ELデ ー タ ベ ー ス は500万 件 に近 い膨 大 な新 聞 記 事 の原 文 を蓄 積 して い るが 、 いず

れ も イ メー ジ デ ー タ な ので 、文 字 デ ー タの収 集 は(株)ジ ー ・サ ー チ社 に依頼 した。

対 象 の 新 聞 は朝 日、 読 売 、 日刊工 業 新 聞 の3紙 と し、各3.5対3.5対3の 割 合 で選

ん だ。 各 分類 項 目ご と に、 適合 した記 事 と適 合 しな い記 事 が 混在 す る よ うに機 械 抽 出す る

た め 、 類似 の分 類 語 や フ リー ター ム を使 って検 索 した。 さ らに得 られ た多 数 の記 事 の 中か

ら、95年9月 中 旬 時 点 で 直近 の も のを 、各 分類 ご と200記 事 に な る まで遡 って選 ん だ。

この た め 「気 象 」 で は 夏 の言己事 に集 中 し冬 の 記事 は含 まれ なか った が 、経 費 面 で の制 約 も

あ りやむ を得 なか った。(資 料4-4に 「自動 付 与対 象 記 事 の 抽 出方 法」)

(3)日 本 語解 析 に よ る キー ワー ド抽 出

2400記 事 の文 字 デ ー タはNTTデ ー タ通 信(株)に 依 頼 、 日本 語 解析 ソ フ トrIN

DEXER」 に よ り単 位 単 語 に切 り出 し、 キ ー ワー ド候補 ごとに 出現 位 置 、段 落 、 名 詞 分

類 の情 報 を付 加 した。 この あ と、 さ らにEL社 内でELキ ー ワー ド辞 書 と照 合 して合 致 し

た キ ー ワー ドを抽 出 した り、単 位 単語 を結 合 して複合 語 を作成 した り、ELキ ー ワ ー ド種

別 も追 加 した。
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(4)解 析 用 、 検証 用 フ ァイル の作 成

記 事 の 収集 は各 分類 キー ワー ド別 に行 った の で、2400記 事 全体 の 中 に は 同一 記 事 が

ダ ブ って いた り、rINDEXER」 の制 約 で1記 事 の文 字 数 が長 大 な もの は処 理 で きな

い こ ともあ って 一 部 を処 理対 象 か ら除 い た。 この ため 対象 記 事 は最 終 的 に2264記 事 に

落 ち着 いた。

2264記 事 は 、収 集 時 の通番 に よ り奇 数 記事 を解 析用 フ ァイ ル、 偶 数記 事 を検 証 用 フ

ァイ ル と二つ に分 け た。 解析 用 は論 理 式 をた て るた め に記 事 を解 析 し、 式 を実 行 して 自己

検 証 を繰 り返 し、 本番 に備 え るた め の練 習用 フ ァイ ルで あ る。検 証 用 は 本番 テ ス ト用 の も

の で あ る。

分 類 別 の記 事数 は別 表 の とお りで あ る く表2-5>。

分 類 キ ー ワ ー ド ・対 象 記 事数 <表2-5>

分類 キ ー ワー ド 解析用 検証用 計

安全保障 94 97 191

司法 ・裁 判 97 98 195

経済協力 100 94 194

公正取引 94 96 190

情 報 ・通 信 90 93 183

レジ ャー産 業 98 97 195

気象 83 80 163

バ イオ テ ク ノ ロジー 98 93 191

環境保護 95 91 186

社会保障 ・福祉 97 99 196

学校教育 94 93 187

文化財 100 93 193

計 ll40 1124 2264

2.3.3論 理 式 の 構 築

(1)論 理式作成の前処理

12項 目の 分類 キー ワー ドの 自動 付 与 作 業 は、 情 報部 員7人 が手 分 け して行 った。 解析

用 に と担 当者 に割 当て られ た記 事 原 文(1項 目約100記 事)の 精 読 か ら作 業 は始 ま った。

割 当記事 には 該 当 の分 類 キ ー ワー ドを付 与 す るに値 す る もの とそ うで ない ものが 入 り ま じ
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ってお り、 まず 振 り分 け が必 要 だ。 多 数 人 の評 価 を集約 で きれ ば適 否 の ば らっ きは少 な く

な るが 、 解析 用 記 事 の 段 階で は担 当者個 人 の 自己評価 で 作業 を進 め る こ と と した。

分 類 キ ー ワー ドを 付 与す べ き記 事 が決 ま る と、今度 は同 じ分類 概 念 の 中 で も異 な った 事

象 と して 現れ る記事 を グ ルー プ 分け した。

例 え ば 「社 会 保 障 ・福 祉 」 で は次 の10グ ル ー プに分 け た。 これ は あ く まで解 析 用 記事

に出 て き た記 事 の 内 容 に従 った便 宜 的区 分 で 、今後 、 対 象記 事 が多 くな り新 しい 内容 の記

事 が 出 て くるた び に追 加 した り、 組 み替 え た りす る必 要 が あ る の は当然 だ。 論 理 式 の 追加 、

修 正 、削 除 に柔軟 に対 応 す るため に もこの 手法 が便 利 で あ ろ う。

①医療費 ・保 険

②年金

③労災

④団体

⑤行政

⑥福祉 活動

⑦ボ ランテ ィア

⑧ 自立活動

⑨施設設備

⑩企業対応

各 グ ル ー プ ご とに 集 め られ た記 事 の 中か ら共 通 した キ ー ワー ドを集 め 、 そ の相 互 関 係 を

論理 式 上 にい か に表 現 して い くか が 、今 回 の実 験 の鍵 を握 って い る。 で は 、論 理 式 に どん

な機 能 が 必要 だ ろ うか 。

(2)論 理 式 の機 能

論理式は①記事 のテーマを捕捉す る部分②範囲を絞 り込んで ノイズを排除す る部分の二

つか ら成 り立 って いる。

〈文 意捕 捉 機 能 〉

記 事 の主題 とな るよ う なキ ー ワー ドと これ を補 う文字 列 で文 意 を 捕 捉 す る。

① キ ー ワー ドの論 理 演 算(和 、積 、否 定)

② キ ー ワー ドの前 方 一 致 、後 方 一致

③ キ ー ワー ドの種 別(統 制 語 、 フ リー ター ム、一般 、地 名 、 企業 名 、 人名)

④ 名 詞 分類(企 業 名 、 人名 、地 名 、 団体 名 、 一般 、 サ変 、 形 容動 詞 型 な ど)

⑤ 文 字列 検 索

〈絞 り込み機能 〉

新聞 コー ドなどELデ ータベースの検索 フ ィール ドのほか、文字位置 など次の ような

機能 で絞 り込む。

①段落指定(見 出 し、第一、第二 … 最終段落 の指定)

②句点指定(各 段落 中の第一、第二 … 最終句点で文 の範囲を指定)

③ 同一文内の指定(句 点をまたがず一文内に限定す る指定)

④ 出現順序 の指定(2語 以上の出現順序 の指定)

⑤ 出現範 囲の指定(2語 の近接度合 を示すN字 以内の指定)

●論理式 の具体例●

(例1)経 済 協 力(3)ODA3
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外 務 省;段 落0-1

概 算 要 求+予 算;段 落0-l

ODA+政 府 開 発 援 助;段 落O-2

Sl*S2*S3

ADD経 済協 力

第1行:見 出 しまた は本 文 第1段 藩 中 に 「外 務省 」

第2行'見 出 しまた は本 文 第1段 落 中 に 「概 算要 求」 または 「予算 」

第3行:本 文 第2段 落 まで にrODA」 または 「政 府 開発 援 助 」

第4行:第1、2、3行 の 論 理積

第5行:第4行 の 条件 を満 たす 記 事 に分類 キー ワー ド 「経 済 協 力 」 を付 与

(例2)情 報 ・通 信(12)

CD-ROM;段 落0-3

?ソ フ ト/CTGK+ソ フ トウ エ ア+OS;段 落O-3

出 版+販 売+発 売+開 発+価 格+画 像;段 落0-3

(Sl+S2)*S3

ADD情 報 通 信

第1行:第3段 落 まで にrCD-ROM」

第2行:第3段 落 まで に 「ソ フ トウ エ ア」 「OS」 また は語 尾 に 「ソフ ト」 を も

っ統 制 語 の一 般 キ ー ワー ド

第3行:第3段 落 まで に 「出版 」 「販 売 」 な どの指 定 キ ー ワー ド

第4行:第1行 あ るい は第2行 の いず れ か と第3行 の論理 積

第5行:第4行 の条件 を満 たす 記 事 に分 類 キー ワー ド 「情 報 ・通 信 」 を付 与

2.3.4分 類 キ ー ワ ーーード別 プ リテ ス トの 実 際

自動付与の論理式を構築するために解析用1140記 事 で何度 もプ リテス トを繰 り返 し

た。 対象記事 の特徴を分析することか ら始 ま り、論理式の作成及びパ ソコン上での実行、

その結果の分析 を何度 も行 うことで最終 的な論理式の構築を 目指 した。以下に各担 当者が

その実例を紹介す る。

(1)「 司法 ・裁 判」 の場 合

《分 類 キー ワー ド特性 》 司 法 関連 の 記 事 に は、 使 われ る語 彙 自体 に司 法 特 有 の用 語 が多 く

あ る。そ の ため 、 まず 司法 独特 のキ ー ワー ドを集 め るこ とか ら始 め た。 次 に、 集 め た キー

ワー ドか ら15語 を ラ ンダ ムに拾 い出 し、 これ らの キ ー ワー ドとELデ ー タベ ー ス の分 類

「司 法」 との関 係 を88～95年 フ ァイル で調 べ て み た。 以下 が そ の結 果 で 、 司 法 関連 の

15キ ー ワー ドそれ ぞれ が 付与 され た 記事 の う ち、 同時 に 「司法 」 の 分類 コー ドが 付与 さ

れ た 記事 の 占め る割 合 を示 して い る。

判決公判

証人尋問

執行猶予

謝罪広告

3866/3905(99%)

195/236(83%)

455/482(94%)

208/229(91%)

差 し押 さえ177/479(37%)

慰 謝 料958/1096(87%)

フ。ライバ シー侵 害210/495(42%)

非嫡 出子155/195(79%)
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訴

訴

め

悪

止し

起

勝

差

違

3810/6076(63%)

695/718(97%)

423/553(76%)

986/1424(69%)

見

証

役

接

偽

懲

100/119(84%)

44/138(32%)

1795/1863(96%)

《解 析 》 上 の数 字 は 、 司 法 関連 用 語 は単独 キ ー ワー ドと して存 在 す るだ け で 「司法 」 に分

類 され る確 率が 非 常 に 高 い ことを 表 して い る。 「判決 公判 」 な どは、 そ の キ ー ワー ドが 付

与 され て い る だけ で 、 ほ ぼ 全部 の記 事 が 「司法 」 に分 類 され て い る。 しか し一方 、 「差 し

押 さ え」(37%)、 「プ ライバ シ ー侵害 」(42%)、 「偽 証 」(32%)の よ う に、

司法 以 外 の テ ー マで も用 い られ る用 語 の場 合 は確 率 も低 くな って い る。 つ ま り、以 下 の 見

出 しの よ うな記 事 を拾 って こな い論 理 式 を作 り上げ なけ れ ば いけ な い。

◇ 「北 海道 内公 立 高 合 格 者名 の 公表 中止 道教 委方 針 該 影 響 浴 ジ慾 配 慮 」

(「 教 育 」 に分 類)

◇ 「連立 与 党 国会 喚 問 の証 言巡 り 山 口容 疑者 雛 で告 発 へ 」

(「 事 件 」 「政 治 」 「立 法 」 に分 類)

◇ 「通信 講 座 で 人 気。 所 得 隠 し7億 円 社 長 ら在宅 起 訴 」(「 事 件 」 に 分類)

◇ 「女 子暴 行 事件 で米 兵 家 族 が慰 謝 料i支払 い準 備 」(「 事 件 」 に分類)

◇ 「ア ンマ ン空 港 で イ ラ ク向け ミサ イル 部 品 を薫 購 鳶蒸 」(「 軍 事 」 に 分類)

《組 み 立 て 》論 理 式 の 構 築 に 当た って は、 上記 のこ とを念 頭 に置 い た ほか 、 「審 判 」 「処

分 」 「法 」 の三 語 に も注 意 を払 った。 「審 判 」 は野球 な どス ポ ー ツの審 判 もあ る。 「処 分 」

は仮 処 分 、懲 戒 処 分 、 保護 処 分 は 拾 いた い が、廃 棄処 分 や 地層 処 分 は拾 いた くな い。 「法 」

は法 律 名 と して の 「?法 」 は論 理 式 の中 に組 み 入れ た いが 、 礼 儀作 法 、 健 康 法 、 ア イ デ ア

商 法 、 あ るい は技 術 的 な工 法 は 除外 しなけれ ば な らな い。

そ の他 、 「捜 査 」 とい うキー ワー ドの含 まれ た記事 は 「司法 ・裁 判 」 か ら外 す 式 を作 り、

事 件 もの を 引 っ張 って こな い よ うに した が、 これが正 しか った か どうか は 、 よ り多 くの 記

事 で 検 証 しな い と分 か らな い。

(2)「 経 済 協 力」 の場 合

《分類 キ ー ワー ド特 性 》 経 済協 力 はELの 分 類表 では210の 経 済 の 分類 項 目の中 に入 っ

て い る概 念 の一つ で あ る。 そ して、ELデ ー タベース の辞 書 に は一般 キ ー ワ ー ドの統 制 語

と して も登 録 され て い る。 そ の関 係 は88年 ～96年 の新 聞 フ ァイル で は 次 の よ うに な っ

て い る。

Sl経 済 協 力(一 般 キ ー ワー ドの統 制 語)

S2210/CL(分 類 の 経 済)

Sl*S2(経 済 分 類 で キー ワー ド経 済協 力 が

付 与 され た記 事 数)

15,335

115t902

10,247

《解 析 》 分類 キ ー ワー ドと して の経 済 協 力 は、記 事 の主題 が経 済協 力 で あ る もの に付 与 さ

れ る。 キ ー ワー ドの経 済 協 力 との違 いは 、 キー ワー ドが主 題 だけ で な く主題 周 辺 の 修 飾 語 、

関 連 語 の 中か ら も付 与 され る とい う点 で あ る。

主題 は新 聞記 事 に お いて は 見 出 しに簡 潔 に表 現 され 、 ま た、 第 一段 落 ま で を含 め れ ば ほ

ぼ100パ ー セ ン ト言 い表 され て い る とみ る ことがで き る。 した が って、 見 出 しお よ び第
一段 落 に 出現す る キ ー ワー ド、文 字列 、 キー ワー ド相 互 間 の 関 係 、 出現 位 置 や順 序 を 洗 い

出 し、 それ らの関 係 の共 通 点 を抜 き出せ れ ば よ いこ とに な る。

まず 、 解析 用 の100記 事 の デー タを一記 事 ず つ見 て い った 。経 済 協 力 と して分 類 で き

る記 事 の特徴 を ま とめ て み る と次 の よ う にな る。
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● 記 事 中で 主語 と な って い る もの

外 国、 日本 と外 国、ODA(政 府 開 発援 助)、 日本 輸 出入 銀 行 、 海外経 済協 力 基 金 、

首相 、 大統 領 、経 済 訪 問 団

● 記 事 中で行 為 を表す も の

経 済 協 力 、経 済援 助 、 無 償(有 償)資 金 協 力 、経 済 に 関わ る様 々な援 助 、 な ど。

《組 み立 て》 外 国 国名 が 重 要 な位 置 を 占め て い るため 、簡 単 な記述 で 外 国 国名 を検 索 で き

る よ うに論理 式 実 行 の プ ログ ラ ム を変 更 し、 地域 キ ー ワー ドで カ タカ ナだ け の もの を 集め

られ るよ うに した。 そ こ に中 国、 韓 国 な ど漢 字表 記 の地 域 キー ワー ドを加 え て外 国 全体 を

表 す こと と した。

以 上 の準備 作 業 の後 、 解 析結 果 に した が って論 理 式 を組 み 立 て た。 主 題 を取 り出す とい

う 目的か らは複 雑 な記 述 は せず に、 解 析用 デー タとの照 合 を しな が ら作 り上 げた 。

チ ェ ックの ため に 内容別 に 分け た 式 は 全部 で 以下 の15式 と な った。

①～③ODA④OECF⑤ 途上国 ⑥借款 ⑦⑧援助 ⑨協力 ・交流

⑩⑪輸銀 ⑫基金 ⑬首脳会 談 ⑭訪問団 ⑮NEDO

これ らの論 理 式 を解 析用 デ ー タ にあ て なが ら修 正 を繰 り返 し、検 証 前 の最 終 テス トで の

結 果 は次 の よ うに な った。

経 済 協 力対 象100記 事 に おけ る 自己判 定

→ 正 しい もの73記 事 、誤 って い る もの27記 事

100記 事 の う ち 自動 付与64記 事 にお け る 自己判 定

→ 正 解60記 事 、 誤 り4記 事

経 済協 力 関連 と して用 意 され た解 析 用 デ ー タ100記 事 に対 して は

再 現 率==82%

適 合 率 一94%

と い う結 果 がで た。

(3)「 情報 ・通信 」 の場 合

《分 類 キー ワー ド特 性 》 「情報 ・通 信 」 は、 現在 のELNETの 分類 で は310(情 報)

に該 当す るが、 年 間 の蓄積 記事 件 数 を 調 べ てみ る と、 そ の数 は毎 年3万 件 に も及 び 、特 に

94年 は前年 に比 べ て8000件 以 上 も増 え、4万 件 に のぼ った。95年 以 降 も5万 件 に

近 い蓄 積 数 で あ る。

情報 化社 会 が 進 む にっ れ 、索 引 も多種 多 様 なキ ー ワー ドが 付 与 され る よ うに な った 。

例 えばCATV関 連 の記 事 は、 もは や 「放 送 」 と い う概 念 の枠 か らはみ 出 し 「電 話 」 や

「文字 情 報」 な ど色 々なマ ル チ メ デ ィア的要 素 を含 ん だ ものが 多 くな った。

した が って、 こ こで言 う 「情 報 ・通 信 」 は マル チ メ デ ィアや デー タベ ー ス、情 報 サー ビ

ス、 通信 、CATV、 電 話 、郵 便 な ど広 範 な要 素 を含 ん だ もの と な って い る。

《解 析》 今 回 は"情 報 サ ー ビス"と い う下 位概 念 を 中心 に それ よ り多少 範 囲 が広 い記 事 を

収 集 した。

そ して まず始 め に"情 報 サ ー ビス"を 解 析 した。

(例)

「情 報 ・通 信 」 →情 報 サ ー ビス=テ レホ ン ガイ ド

情 報 提 供 パ ソ コン通 信 サ ー ビス 、

FAXサ ー ビス …… な ど
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パ ソ コ ン通 信 サ ー ビスや 情報 提 供 、 テ レホ ンガ イ ドな ど とい った 情報 サ ー ビス関 連 の キ ー

ワー ドを 中心 に論 理 式 を組み 立 て れ ば6割 は カバ ーで き る と考 え 、残 りは情 報 サ ー ビス 以

外 で 同列 の概 念 を選 び 出 した。

例 え ば 「通信 事 業 」 「マ ル チ メデ ィア」 「通 信ネ ッ トワ ー ク」 が あ げ られ る。 これ を さ

らに解 析 し、 よ り下 位 の概 念 、 「電 話 回 線」 「通信網 」 な ど のキ ー ワ ー ド、 あ るい は動 詞

な ど と組 み合 わ せ れ ば 論理 式 を作 る こ とがで き る。

この ほ か 、パ ソ コ ンや ゲ ー ムの ソフ トウエ アにつ いて の 記 事 は 「情 報 ・通 信 」 を付 与 す

る こ と と し、ハ ー ド系 の電 子 、電 気 機 器 の分 類 と区別 す る こ とに した 。

《組 み 立 て》 論 理 式 の構 築 で は 、解 析 とは逆 に最 も下 位 の 概 念 か ら組 み 立 て て い った。
"情 報 サ ー ビス"の"情 報"は 情 報 を 提供 しサ ー ビスす る媒体 が あて は ま る。 そ こで 電 話

やFAX、 パ ソ コ ン通 信 な どの媒 体 と 「サ ー ビス」や 「情 報 提供 」 な どの キ ー ワ ー ドと組

み 合 わ せ た。 そ して 徐 々に上 位概 念 を取 り入 れ 「マル チ メデ ィア*?ソ フ ト」 とい った論 理

式 を 構 築 した。

《自己検 証 》1回 目の検 証 で は、 情報 サ ー ビス関 連の 記事 が ヒ ッ トす る よ うに論 理 式 を組

み立 て た ので 対 象範 囲が 狭 く、全体 の約3割(91件 中27件)が 漏 れ る結 果 と な って し

ま った。

次 に情 報 サ ー ビスか ら範 囲 を広 げ て検 証 してみ た と ころ 、漏 れ が17件 減 った 。
一 方 、 主題 が情 報 通 信 とは少 しかけ 離 れ た ノ イズ とな る記 事 もあ った。 通 産 省 や 郵政 省

の マ ル チ メデ ィア事 業 に対 す る予算 編 成 や 、パ ソ コン通 信 を使 った情 報 公開 につ い て の記

事 な どで あ る。

こ の場 合 は 「 予算+情 報 公開+概 算 要求 」 な ど とい う式 を組 み 込 ん で 削 除す る よ う に対 処

した 。

(4)「 レジ ャー 産 業」 の場 合

《分類 キ ー ワー ド特性 》ELデ ー タベ ー ス にお け る同 名 統 制 キ ー ワー ドの ボ ス テ ィン グ数

は 、1988年 か ら昨年 にか け、 以 下 の よ うに推 移 して い る。

400こ の 変 化 の 激 しさ は 、 バ ブ ル 崩 壊 の 影 響 と 言 い

切 る前 に キ ー ワ ー ド の 定 義 の あ い ま い さ も原 因 の300

一 つ だ と推 測 さ れ る
。 「レジ ャ ー 産 業 」 そ の も の

200が 記 事 中 に表 記 さ れ る こ と は あ ま り な く 、 遊 園 地

の 記 事 す べ て に 「レ ジ ャー 産 業 」 が 必 要 な 訳 で は
100 な い

。 分 類 の 場 合 も こ の 特 徴 は 同 様 で あ り 、 まず

0「 レジ ャ ー産 業 」 に 含 まれ る 概 念 を 定 義 す る 必 要
198819891990199119921993t9941995が あ

っ た 。

ELテ'-SA'一スにおける統制キーワード 「レジャー産業」

のオスティング数推移

」

一・亨＼

＼i 、

＼、
、'ペ ベ

÷_† …一 ～.

1

《解 析 》

1.「 レジ ャー産 業 」 の定 義 づけ

解 析 用 デー タ98記 事 は フ リー キ ー ワー ドや類似 の 分類 コー ドで収 集 され て い る。 した

が って 明 らか な ノイ ズ記 事 もあ り、 まず 「レジ ャー産 業 」 該 当記 事 と非 該 当記 事 を 分 け て

い った 。 どち らか迷 う場 合 も多 く、 この作業 自体 が 自然 に分 類 キ ー ワー ド 「レジ ャー産 業 」

の定 義 づ け を行 う こ と に な った。結 局 、 分類 キー ワー ド 「レジ ャー産 業 」=「 レジ ャー産

業(飲 食業 を 除 く)に 従 事す る企 業 の活動 」 と した。
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2.解 析 作 業

解 析用 デー タか ら、記 事 の主体 とな る言葉(以 後 「主体 語」)と その 活 動 を決 定 す る言

葉(以 後 関 連 語)を 抽 出 した。 主体 語 は 「パ チ ン コ店 」rJTB」 な ど業種 名 また は企 業

名 で あ るこ とが ほ とん どだが 、記 事 の一 次 的 な テー マ と して ばか りでは な く 「パ チ ン コ店

向け のシ ステ ム開 発 」 とい った二 次 的 な意味 合 いで も頻 繁 に登 場 す る。

関 連 語 は 「オ ー プ ン」 「企 画 」 「決 算 」 な どで あ る。

次 に、無 作為 に抽 出 した言 葉 を、 出現 段落 を特 定 しなが ら絞 って い った 。 この段 階 で は

特 に関連 語 の絞 り込 み に時 間 を費 や した。 これ は 、新 サー ビス発 売一 っ を と って も 「～ が

始 ま った」 「～ を開 始 」 「～ を売 り出す 」 「～ が販 売 され る」 と言 い回 しが様 々な う え、

主 体 語 と関連 語 の組 み合 わ せ を特 定 で き な いた め 、下 の よ うな ノ イズの 発生 が予 想 され た

か らで あ る。

例)主 体語 「ホテル」 「旅館」、関連語 「発売」 「開発」 「販売」の組み合わせで発生す るノイズ記事

新東亜交易、100万 円切 る業務用生 ゴミ圧縮処理機を発雀

新東亜交易(東 京都XXXX、 社 長XXX氏 、電話XXX)は 、百万円を切 る低価格の業務用生 ゴミ

圧縮処理機 「GOmi名 人=写 真」を発売 した。東芝機器(群 馬県)と テクノパ ワー(長 崎県)と の共

同開発商品。処理能力の高さも特徴で、調理 くずの処理に使 った場合、十 リッ トルの生 ゴミを約五分で
一 ・五一 四リットル まで圧縮

。処理 した ゴミは飼料や肥料 に再利用できる。病院、学校、福祉施設、社

員食堂をはじめ、ホテル、旅館、食堂、外食チ ェーン店 などに向けて販売す る。

価格は九十八万五千円。

後略

《組 み立 て》収 集 した材 料 か ら解 析 用 デー タを次 の4っ に分 け、 パ タ ー ン ご とに 「主 体 語

AND関 連 語;出 現位 置 」 を基 本 と した論 理式 を構 成 して い った。 この 時 点 で も上記

の ノ イズ の問題 は依 然残 って い る。 結局 ノイ ズ記事 に おけ る主 体 語 の語 幹 が あ る程 度 特 定

で き る こと に注 目 し、文 字 列(例:「 ホ テ ル な ど」 「ホ テル 向け 」)ご と排 除す る 、 と い

う解 決策 を と った。

■ 「レジャー産業」該当記事のパターン

主体語は業種名。400文 字程度の短い記事が多く、出現段落は見出 し～一段落 目

目まで。 「旅館など」を排除。

一段落目に出現する場合はほとんど場の概念。

「ホテルなど」 「ホテル向け」等を排除。

レジ ャー動向の記事後半に、大手旅行会社のコメントや企画が紹介されるケースが

多い。

《自己検 証 》 こう して 作成 した論 理 式 を解析 用 デー タ1140件 にあ て た と こ ろ、 問 題 な

い結 果 が 出た た め、 ほ とん ど修 正 な しで 次 の段 階 に進 ん だ。

(5)「 気象 」 の場 合

《分類 キ ー ワー ド特 性 》 大 気の 状態 の分 野 で 、 気温 、 気圧 、 湿 度 、風 向 、 風速 に関 係 した

「台風 」 「猛 暑 」 「最 高 気温 」 「最 低 気 温 」 な どの キー ワー ドが 出現 した。 大気 状 況 は季

節 や年 単 位で 状 態 が異 な り登 場 キ ー ワー ドも異 な る と予想 され る。 今 回 の テ ス トデ ー タは 、
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時期 的 に夏 中 心 だ った ので 「猛 暑 」 「台風 」 関係 の記 事 が多 か った。 「観 測」 「記 録 」

「気象 庁 」 「気象 台」 「測候 所 」 な どの特 徴 あ るキー ワー ドが 目立 った。

《解 析 》 新 聞記 事 は、 見 出 しと第 一段 落 に主題 が集 中 す る。 解 析 デー タの該 当記 事(83

記事 の う ち34記 事)の 見 出 しと第 一段 落 に登場 す るキ ー ワー ドを 出現頻 度 順 に並 べ た。

そ の 中か ら、 気象 に関 係 したポ ピ ュ ラーな キー ワー ドを抽 出 し、該 当記事 との マ ト リック

ス を作 成 した。

・該 当 す る記 事 の 見 出 しと第 一段 落 に出現 す るキ ー ワー ド

出現頻度 キ ー ワ ー ド

20回 以上 真夏旦 記鐘 東京 気象庄 山郵 観測
10回 以 上 最高気温 関東 静岡 気遣 理 地方 醒 更新

5回 以上 猛量 中 流記 超去型 影響 地域 接近 静岡市
上陸 横浜 警戒 亜 北海道 発表 太平洋

4同

一

目 塞醒 風 日本 日数 東北 王気 全国 前線

戦後 情報 上昇 残暑 山頂 三島 量低麺 佐久町

産気工 海上 一番
3回 分布 半径 八丈島 農作物 日本列島 ぷ 提供

測逸 近 静岡地方気象台 水 繊 時速 山梨
最大電力 隆水量 紅葉 甲府地方気象台 活発化 可能性

2回 暴風 文書 風直 富士山測候所 富士山 富士 被害 判 断

熱帯 統計 東海 東 電諸 天竜 天災 調査 地区

大雪 山 大手町 大型 鎮 西 日本 人工 人 進路 魑

十三 社 長 自然 酸性雨 山崎製パ ン 三宅島 港 個人

群発地震 橘湾 議論 気象台 気圧 観測 システム

ヘク トパスカル 夏 海 など

今 回 は ア ン ダー ラ イ ンの キ ー ワー ドを該 当記 事 との マ トリックス に使 用 した。

台風 、初 雪 、霜 な どは季 節 に左 右 され るキ ー ワー ドで あ る。

・マ トリ ック ス(代 表 的 な もの の まとめ)

キ ー ワ ー ド 組合 せ ケー ス KWの

出現 回数1 2 3 4 5

真夏 日 ○ ○ ○ 34

記録 ○ ○ 24

気象庁 ○ ○ 22

台風 ○ 21

観測 ○ ○ 20

最高気温 ○ ○ 18

最低気温

猛暑 ○ ○

4

9

気温 15

風速 ○ 10

抽 出予定記事数 6 5 2 2 3

マ トリ ックス の組 合 せ ケ ース1の よ うに 「真 夏 日]AND「 記録 」ANDr最 高 気温 」

の 論 理 式 を たて る と、6っ の記事 が抽 出 され る ことに な る。 この ほか に も数種 の ケ ー スが

あ った。

《組 み立 て》 論 理式 は 一つ の キ ー ワー ドだけ で作 成す る と、 気象 関連 記 事 に 出現 す るキ ー

ワー ドの性 質 か ら ノイ ズが 多 くな る と判 断 し、 マ ト リックス の よ うに3つ の キ ー ワー ドの
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ANDを と った。 た とえ ば 、台 風 の記 事 で も、 台風 の影 響 関 連 の記 事 を ノイズ と して抽 出

しな い よ うに

「気 象庁 」ANDr台 風 」AND「 風速 」 の論 理式 をた て絞 り込 ん だ。

(6)「 環 境保 護 」 の場 合

《分 類 キ ー ワー ドの特 性 》 「環境 保 護 」 の 分類 概 念 は、 現 行ELデ ー タベー ス の 分類 コー

ド550(環 境)と ほぼ 同 じで あ る。550/CL(ELの 分類 表 記)と 「環 境 」 とい う

文字 列 を含 む キー ワー ドと の関係 をELデ ー タベ ー スの 中 で調 べ て み た。95年 と96年

2月10日 現 在 まで の蓄 積 デー タ78万 件 の中 で、550/CLの 分類 コー ドを持 つ 記事

は12300件 、 一方 「環 境?」 で 始 まるか 「?環 境 」 で終 わ るキ ー ワー ドのORを と っ

て み る と、13900件 で 、 両者 を重 ね合 わ せ てみ る と下 図 の とお りと な った。 分 類 もキ

ー ワ ー ドも同時 に索 引 され て い るの は5600件 だ った。 分類 だ け 、 あ るい は キ ー ワー ド

だ け振 られ て い る記 事 が 意 外 に多 く、 「環 境 」 を含 む キ ー ワー ドが あ るか ら直 ち に550

/CLに 結 びつ かず 、 逆 にな いか ら とい って550/CLで な い とも いえ な い こ とが わか

った。 「環 境 」 を含 む キ ー ワー ドを 中心 に、 そ の周 辺 キ ー ワー ドとの関連 を追 求 して こそ

「環 境 保護 」 の 分類 キー ワー ドを 自動 付 与 す る ことが で き る こ とを示 して い る よ うだ。

←-550/CLの 集 合 一一→i

12,313記 事

鋸%
ど,321・

i←(環 境?+?環 境)の 集合 →

13,923記 事

ELデ ー タ ベー ス の 蓄積 記 事(96.2.12現 在)

《解析》割 り当て られ た解析用95記 事にっ いて 「環境保護」を付与すべ きか どうか適否

を 自己診断 した結果、適合76記 事、不適19記 事 となった。適合記事 を記事内容 に した

が ってグルー ピングす ると①大気汚染②水質汚濁③ オゾン層④ ごみ処理⑤騒音振動⑥ 自然

保護⑦環境団体⑧中央行政⑨地方行政⑩環境訴訟⑪企業対応⑫環境技術 に分け られ た。

「8月 の東京 の光化学 スモ ッグ注意報」は 「気象」か 「環境保護」かその双方か、 「仏軍、

グ リンピース活動家4人 拘束/ム ル ロア海域」は 「国際」であると同時 に 「環境保護」に

も分類すべきものかどうか、議論はあろうが 「環境保護」に も分類すべ きもの と した。 さ

らに企業が絡 んで くると複雑になる。 「島津製作所、水質汚濁測定装置 を発売」を一企業

の新製品発売 の記事 とみ るか、環境保護 を巡 る企業 の動 きととらえるか見方の差異 もある

が、 「環境保護」の分類 と した。

《組 み 立 て》 適 合記 事 は どれ も、 主要 キ ー ワー ドが 見 出 しまた は第 一段 落 まで に 出現 して

い た ので 、論 理 式 はそ の よ うに組 み立 て た。 た だ水 質 汚 濁 に関 す るrBODＬrCOD」

自然 保 護 に 関係 の 深 い 「ラ ムサー ル条 約 」 「レ ッ ドデー タブ ック」大 気 汚染 の原 因 と な る

「窒 素 酸化 物 」 「二 酸 化炭 素」 「光化 学 オ キ シダ ン ト」 な ど、 「環境 保 護 」特 有 の キ ー ワ

ー ドの場合 は第二 段 落 まで広 げ て作 成 した。
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《自己検証》解析用1140記 事 を対象 に2回 論理式を実行 したが、 自動付与 の範 囲内で

は9割 の正解だ った。1140記 事の段階では、全記事にっ いて適否 の判断が行 われてい

ないので、再現率はわか らず、 自動付与 の範囲内か ら推測す る しか手段がな く甘い判断の

まま本番 に臨んだ。

(7)「 学 校 教 育 」 の場 合

《分 類 キ ー ワー ド特性 》ELデ ー タベ ー スで は 、 「学 校 教 育」 とい う分 類 は な く 「教 育」

の中 に含 まれ る。 年 間 お よ そ10000記 事 に付 与 され て お り、 そ の 中 には 「社 会 教 育」

等 の 「学校 教 育 」 以 外 の物 も含 まれ るが 、大 半 は 「学 校 教 育」 と言 って い いだ ろ う。

また 、 キ ー ワ ー ドで調 べ てみ て も 「教 育」 が らみ の う ちで は、 「環 境 教 育 」 「社 員 教育 」

「社 会 教 育」 等 を大 差 で 引 き離 して、 最 も多 く付 与 され て い るキ ー ワ ー ドで あ る。

《解 析 》 論理 式 を作 るに あ た って まず 、解 析 用 デ ー タの見 出 し ・記事 本文 中か ら出現 率 の

高 い キー ワー ドを調 べ た。 約100記 事 中で 一番 多 く出現 した キー ワー ドは 「学 校 」 で 、

51記 事 に付 与 され て い た。 また 、 「教 育」 が48記 事 にあ り 「学校 教 育 」 と分 類 の付与

で き る記 事 に は こ の2っ の ど ち らか の キー ワー ドが本文 中 にでて くる と考 え て い い だ ろ う。

ほか には 、 「学 生 」 「教 師」 「文 部 省 」や 最 近 の記事 に多 くみ られ る 「い じめ 」 「登校

拒 否 」 と い った キ ー ワー ドに も注 目 した。

《組 み 立 て》 これ らの キ ー ワー ドを用 いて論 理 式 を組 み 立 て た。 まず 、核 に な る キ ー ワー

ドと して 「教 育 」 を置 い た。 そ の 際、 論 理式 には 「?教育+教 育?」 と記 述 し範 囲 を広 め に と

った。 そ れ に上 記 にで て き た よ うな キー ワー ドを掛 け合 わ せ た。 また 、 これ らの主 要 なキ
ー ワ ー ドは 見 出 しまた は記 事 本文 の第1段 落 中 に はぼ 出現 す る。 逆 に 言 え ば、 そ れ 以 降 に

キ ー ワー ドが 出現 し論 理式 に ヒ ッ トした 記事 は ノイズ に な る とい え るの で 、 出現 範 囲 を指

定 して絞 りをか け た。

もう1つ のパ タ ー ン と して 「学校 」 に 「学 生 」 を掛 け た もの 、っ ま り 「学 校*学 生 」 を核

と した。 これ に 「授 業 」 「研 究 」 「?活動 」 等 を掛 け合 わ せ た。 これ に よ り 「教 育 」 とい う

キ ー ワー ドが 直接 本 文 中 に 出て こな い よ うな記 事 、例 を あげ る と 「○ ○ 高校 イ ン ター ネ ッ

ト使 い合 同授 業 」 の よ う な学校 で の活 動 や研 究 を取 り上 げ た記事 も拾 う よ うに した。 また 、

先 ほ ど と は違 い こ の式 は3っ 以 上 の キ ー ワー ドを掛 け合 わ せ て い る と い う理 由か ら出現 範

囲 は特 に指 定 しなか った 。

2.3.5第1回 検 証 実 験 の結 果 と検 証

パ ソ コン上 で検 証 用1124記 事 を対 象 に論 理式 を実行 し、 分類 キ ー ワー ドの 自動 付 与

実験 を行 った。 こ の結 果 、 付与 され た分 類 キ ー ワー ドは621件(記 事 数 は571)と な

った。 これ らが'`正 しい付 与"か どうか は 人 に よ る評価 と比 較す る方 法 を と った。ELデ
ー タ ベー ス作 業 で実 際 に分 類 を付 与 して い るイ ンデ クサ ー ら5人 それ ぞ れ が 全記 事 に分 類

索 引 を行 った。 人 に よ る分 類づ け は多 少 の ば らつ きは生 じるの で、3人 以 上 が 同 じ分類 キ
ー ワ ー ドを付 与 した場 合 、 そ の記 事 は該 当分類 にあた る"正 しい付 与"と 判 定 した。3人

以上 の評 価 が一 致 した分 類 キ ー ワー ド数 は713件 あ った ので 、 自動 付 与 の621件 と図

の よ う に上下 に重 ね 合 わ せ た結 果 、"正 しい 自動付 与"は448件 と な った。 ま た機 械 が

取 り損 ね た 「漏 れ 」 は265件 、 余分 に取 った 「ノイズ」 は173件 とな った。

<図2-5>
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第1回 検証実験結果

十

【図2-5】

これ に よ り、448件 が全 正解 件 数713件 中 に 占め る割合 を示す 「再 現 率 」 は63%、

また 全 自動 付与 件 数621件 中 に 占め る割合 を示 す 「適 合 率 」 は72%と な る。 われ わ れ

が 目標 に して い た再 現率80%以 上 、 適 合 率70%以 上 に 対 して、適 合 率 は ク リア した も

のの 再現 率 は手 が届 か なか った。

分 類 キ ー ワー ド別 に実 験 結 果 をみ る と、再 現 率 、適 合 率 と もに 目標 を突破 した の は 「司

法 ・裁判 」 の1項 目で 、適 合 率 のみ 合 格 点 に達 した の は 「情報 ・通信 」 「バ イオ テ ク ノ ロ

ジー 」 「気 象」 「公 正取 引 」 「社 会 保 障 ・福 祉 」 だ った く表2-6>。
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<表2-6>

分類KW自 動付与テス ト結果集計①

(分類KW順)

項番 分類KW M(人 手のみ B(両 方) A(自 動 のみ 人手計 自動計 再現率 適合率

-
…

9』

3

__安 全 保 」障.、_

一 ‥ ‥一一一'

経済協力

14
一--}

14

71

9 50.0 60.9
「「.・..,"》 一'

_2
22

13 .

28

73

81

23
84

〕 一

59 27 86 72.8 68.6

4 公正取引 19 42 13 61 55 68.9

5
-一 一}"Ψ

6

情報 ・通信一 一・皿 39 63 10 102 73 61.8
P>PF-F

45.8レゾヤー産 業 17 11 13 28 24 39.3

7 気象 16 7 2 23 9 30.4
,

8 バ 材テク川シ㌔ 13 46 9 59 55 78.0

57.89 環境保護 36 37 27 73 64 50.7

10 社会保障 ・福祉 49 27 11 76 38 35.5 .1

11 学校教育 30 40 19 70 59 57.1 67.8

12 文化財 8 31 20 39 51 79.5 60.8

合計 265 448

　

173 713 621

平均 221 373 144 594 518 628 721

分類KW自 動付与テス ト結果集計②

(再現率順)

項番 分類KW M(人 手のみ B(両 方)A(自 動 のみ 人手計 自動計 再現率 適合率
-
`

り乙

2 7112 84

79.5 60.8文化財 8 31 20 39 51

_」 ユtテ クノロゾー 13 46 9 59 55 78.0 83.6

経済協力 22 59
.

27 81 86 72.8 68.6

5 公正取引 19 42 13 61 55 68.9

6 情報 ・通信 39 63 10 102 73 61.8

`十 →

863

7 学校教育 30 40 19 70 59 571 678

8 環境保護 36 37 27 73 64 507 578

9 安全保障 14 14 9 28 23 50.0 609

10 レシ'ヤー産 業 17 11 13 28 24 393 458

11 社会保障 ・福祉 49 27 11 76 38 355 .1

12 気象 16 7 2 23 9 30.4

合計 265 448 173 713 621

平均 22.1 37.3 14.4 59.4 51.8 62.8 72.1

注)①M=人 手で 「適合」評価、 自動付与で 「漏れ」

②B=人 手で 「適合」評価、 自動付与に成功

③A=自 動付与の 「ノイズ」

④人手計=M+B自 動計=A+B

⑤再現率=.自 動適合記事(B)適 合率=
適合記事(M+B)

⑥網掛 けは再現率80%、 適合率70%以 上

自動適合記事(B)
自動計(A+B)
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2.3.6分 類 キ ー ワ ー ド別 の 検 証 結 果

実 験 結果 の 検証 は分 類 キ ー ワー ド別 に各 解 析 担 当=者が 行 った が、 この う ち数例 は 以下 に

示 す とお りで あ る。

(1)「 司 法 ・裁 判 」 の 場 合

《検 証結 果》 検証 用 デー タに走 らせ た と ころ、 再 現率97.3%、 適 合 率84.5%と い

う、 まあ満足 で き る結果 を得 る ことが で き た。

「司法 ・裁 判」 と して 拾 うべ きで ない の に、 論理 式 に ヒ ッ トして しま った記 事 に は、 見

出 しない しは1段 落 目に 必ず 、 訴訟 、 損害 賠 償 、最 高 裁 、 判決 、 地検 と い った 司法 関連 キ
ー ワ ー ドが複 数付 与 され て いた。 中 には 「司法 ・裁 判 」 に 分類 して も い いの で は な いか と

思 え る記 事 が"ノ イズ"と 判 定 され て い る場 合 もあ った 。

各 分類 キー ワー ドの概 念 をい く ら明確 に した と ころで 、 実 際 の記事 を前 に して判 断 が 人

に よ って多 少違 って しまう ことは、 あ る程 度 避 け られ ない こ とで は あ る。 また 、"ノ イズ
"と"漏 れ"の 除去 は二 律 背 反す る作 業 の ため

、"ノ イズ"を 減 らそ う と不用 意 に絞 り込

めば(例 えば掛 け合 わせ る キー ワー ドを2語 か ら3語 にす るな ど)、 今 度 は4一漏 れ"を 増

や して しま う危 険性 が あ る。

実 用化 に当 た って は 、式 を何度 も作 り直 して"漏 れ"と"ノ イズ"の 削 減 に努 め る しか

な いの だが 、 「司法 ・裁 判 」 は捕 らえ やす い概 念 で あ り、 実用 化 に耐 え得 る分類 キ ー ワー

ドとす る こ とは そ う難 しい作 業 で は ない だ ろ う。

(2)「 経 済協 力 」 の場 合

《検 証結 果》 解析 用 の デ ー タが悪 くなか ったた め 、論 理 式 の再 チ ェック、修 正 は行 わ ず 、

今 回 の本番 テ ス ト(全 く新 しい デー タ)に 臨 ん だ が、 結 果 は

再現 率=73%

適合 率=69%

とダ ウ ン した。

こ の結 果 は あ る意 味 で 当然 で あ る。 記事 の分 析 に よ って 経 済協 力 を主 題 とす る記 事 を構

成 す る言葉 とそ の関係 を 、主 と して 解 析用 デ ー タ100記 事 の範 囲 の 中か ら抽 出 して い っ

たた め個 別記 事 内容 へ の依 存 度 が高 い欠 点 が 出た もの と考 え られ る。

検 証結 果 の 合格 点 に達 しなか った た め 、 当初 は 予定 して い なか った再 度 の テ ス トを行 う

こと にな った。 検 証用 デ ー タで"ノ イズ"と"漏 れ"を チ ェ ック して原 因 を調 べ た結 果 以

下 の問題 点 が 明 らか に な った。

そ こで

・企 業 の海外 進 出関 連記 事 の多 くを人 手判 断で は経 済 協 力 と して いる例 が 多 か った こと

(論 理式 で は 考慮 せ ず)。

・北 朝鮮 へ の コメ支 援=経 済協 力 を全 く考慮 に入 れ て い なか った こ と(解 析 用 デ ー タには

一件 もなか った。 また経 済協 力 とす るか ど うか には 異論 も あ るだ ろ うが)。

・単 純 な論 理 式 の間 違 い で 、第 一段 落 まで の文 字 列[協 力]を 経 済 に 関係 の ない もの まで

ヒ ッ トす る よ うに記 述 して あ った こ と。

・経済協力で主語となるべき言葉か らOECD(経 済協力開発機構)が 抜けていたため該

当記事がもれた こと。
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(3)「 情報 ・通信 」 の場 合

《検証 結 果 》 人手 で"正 解"と され た102記 事 に対 して 、 自動 で も付 与 で きた の は63

記事 で再 現率62%と い う悪 い結 果 だ った 。 しか し、 ノイ ズ に関 して はわ ず か10記 事 で

適 合 率 は86%の 好 成 績 が 得 られ た。

再 現率 が悪 か った理 由は 主 に情 報 サ ー ビス 関係 の記 事 に見 合 う よう な論 理 式 を作 った た

め 、 ヒ ッ トす る条 件 が非 常 に狭 くな り、 そ の上 位概 念 を カバ ー で きる よ う な論理 式 が 少 な

か ったか らで あ る。

さ らに ソ フ トウエ ア に関す る記 事 が 「情報 ・通信 」 に入 るか ど うか 、 論 理 式作 成 者 と評

定者 の観 点 が違 い、 それ を ノ イズ と判 定 された のが 再 現率 を悪化 させ る原 因 とな った。

(4)「 レジ ャー 産 業 」 の場 合

《検 証 結 果》

検 証 用 デー タ1124件 で は 、漏 れ ・ノイズ が多発 した た め再 度 分 析 を行 った。

主 な原 因 は、 重 要 語 彙 を解 析用 デ ー タのみ か ら収 集 した こ とか ら① 主 要 語 ・関 連 語 と も

に不足 して お り、 ② 関 連語 の絞 り込 み が足 りなか った こ とで 、論 理 式 の骨 格 は変 えず にキ

ー ワー ド レベ ルで 修 正 し、 再検 証 に臨 ん だ。

■漏れ ・ノイズの主な原因と対処法

漏 れ

ノイズ

・主 体 語 「ア ミ ュー ズ メ ン トセ ン タ ー」 「休 養 施 設 」 、 関連 語 「人 気 」 「調 べ 」 な ど を 追加 。

・主体語 「観光?」 が 「観光地」 「観光客」などからノイズを発生させていたため
、 「観光」の含

まれる企業名に限定。
・レジャー産業向けの製品やサー ビスの記事が多数ヒットしていた。ほぼ一次産業の活動に限定さ

れる 「受注」 「製造」を一段落目から排除。

(5)「 気象 」 の 場 合

《検 証 結 果》 自己 検 証 テ ス トの結 果 は 、解 析用83記 事 の うち 「気 象 」 に該 当す る34記

事 中 に 出 現す るキ ー ワー ドで 分析 を行 い 、 マ トリ ック スを 作 り、 論理 式 を たて た 。 この た

め 論 理式 が不 足 して 、再 現 率 と適 合 率 は芳 しくなか った。83記 事 全体 に 出現 す るキ ー ワ

ー ドで 分析 し、 論理 式 をた てれ ば 、再 現率 、適 合 率は 高 率 に な った はず で あ る。 また この

分類 キ ー ワー ドは種 々のキ ー ワー ドの組 合 せ ケー スが 予想 され るので 、 今 後 は 、 多 くの該

当記 事 の キー ワー ドを分 析 し、 鋭 利 な論 理 式 を追加 し、検 証 す れ ば、 再 現 率 、適 合 率 とも

に高 率 が 期 待 で き る。

(6)「 環境 保 護 」 の場合

《検 証 結 果》 再 現 率51%、 適合 率58%と 甘 い予 測が 一 瞬 の うちに 暗転 した。 原 因 は 解

析 用 記 事 に合 わ せ るた め 、 あ ま りに も範 囲 を限 定 しす ぎた り、 キ ー ワー ドを四 つ も五 つ も

掛 け 合 わ せ たた め だ った。 その ほか 企 業 の環境 対応 が 「環 境保 護 」 の枠 外 と され た の も響

い た。

「住 友 商 事 、 メキ シ コか ら環 境 保 護用 の植林 プ ロジ ェク ト受 注 」

「日本 飛 行 機 、 ア ル コール燃 料 方 式 の水 上 自走標 的 を 開発 海 洋 汚染 の心配 な し」

「ア ワ ー プ レー ン環 境 設 計 、 フ ロ ンを使 用 しない漏 水 診 断装 置 を販 売 」
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「金商 又一 、 熱 力学 応 用 計算 ソ フ ト販 売 を 強化 環境 保 全用 途 な ど開拓 」

な どは見 出 しに環境 関 連 記 事 を あ らわす 語 が あ る の に結 果 は ノ イズ と認 定 され た 。

この他

「オ ゾ ン観 測 ロケ ッ ト打 ち上 げ成 功 」

「8月 の東 京 の光 化 学 ス モ ッグ注 意報 最多 タ イの12回 」

「学 校給 食 用 の現 場 に生 ごみ 処理 機 を導 入 」

な ど 「環境 保 護 」 に分 類 す る以 前 に他 の項 目に分 類 され 、 「環境 」 へ の配 慮 が 欠 け た ため

ノイ ズ とな った。

(7)「 学 校 教 育」 の場 合

《検 証 結果 》 論理 式 を実 際 に走 らせ てみ た結 果 、 漏 れ ・ノ イズ が多 発 した。 ノ イズ の 主 な

原 因 は、3つ 以 上 の キー ワー ドを掛 け合 わ せ た式 にっ いて は段 落指 定 を しなか った た めで

あ り、 結果 的 に よけ いな 記事 まで拾 って くる こと にな って しま った。

ま た、漏 れ の 主 な原 因 は表 記 の違 い にあ った。 簡 単 な例 で い う と 「教 師」 と論 理 式 に記

述 した場合 、 記事 本 文 中 に 「先 生」 「教 諭 」等 の 「教 師」 と同 じ意 味 の キ ー ワー ドが 出て

きて もそ の記 事 は論 理 式 に は ヒ ッ トしな い。 そ のた め 同 じ内容 の記 事 で も表 記 の 違 い に よ

って 論 理式 に ヒッ トす る記事 と しな い記 事 に分 か れ て しま うの で あ る。 も っと も論 理式 を

作 る際 に気付 い た分 は式 に反 映 させ たが 、 全 て を カバ ーす る こ とはで きなか った 。 これば

か りは、 そ の都度 論 理式 に追 加 して い く しか方 法 は な いだ ろ う。

2.3.7第2回 検証 実験 の結 果

「司法 ・裁 判 」 を除 い て他 の 分類 キ ー ワー ド11項 目にっ いて 、 目標 に達 しなか った原

因 を究 明 し、 修 正 した 論 理式 を使 ってね らい通 りの結 果 が え られ るか ど うか2回 目の 実験

を した。 そ の結果 か な りの改 善 がみ られ 、再 現 率 は82%に 向 上、 適 合 率 も72%で 目標

を達 成 した。 分類 キー ワー ド別 で は、 再 現 率80%以 上 が7項 目、適 合 率70%以 上 も7

項 目と な り、 再 現率 、適 合 率 と もに 目標 を ク リア した もの は 「社 会 保 障 ・福 祉 」 「学校 教

育 」 「文化 財 」 「レジ ャー産 業 」 の4項 目に増 えた。

再 現 率 は 「経 済協 力 」 「バ イオ テ ク ノ ロジ ー」 で 変わ らなか った もの の、 そ の ほ か の9

項 目で 向 上 した。 適 合 率 も 「安 全保 障」 「情 報 通 信 」 「気 象 」 が下 が った が、 そ のほ か の

8項 目は変 わ らな いか 、 向 上 した。 再 現 率 と適 合 率 は 一方 が 良 くな る と一方 が 悪 くな るの

が通 例 だ が、 今 回 は両 方 と も向上 した ものが多 か った。

再 度 の 実験 に よ る結 果 か ら判 断 して 、比 較 的簡 単 な変 更 に よ って論 理 式 の精 度 を高 め る

こと が可 能で あ る ことが 証 明 され た と い え るく表2-7>。

(資 料4-5に 「分 類 キー ワー ド別 の検 証 結 果 」)
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<表2-7>

論理式修正後の結果

〔分類KW順 〕

項番 分類KW M(人 手のみ) B(両 方) A(自 動 のみ) 人手計 自動計 再現率 適合率

1 安全保障 5 23 17 28 40 一'

72.8

57.5

2 経済協力ー-一 一}

公正取引

22 59 8-.← 　

12

81 67

3 13 48 一 一 一 60
-一 ←'

127

78.7
-}一 一

68.5_4.

5

6

.情 報 ・通 信.

レゾヤー産 業

気 象

15

5

13

一}-

87

一 一ー ー一

40
-

6
'

6

,-F-一

23

10

61

102

_..28

23

一

29-_一 」

16

一

43.5

A

62.5

7 パ 材テクノロシ㌧ 13 46 9 59 55 78.0
一 一'

61.2→ 一 　 〒一13
--〒 一 一

2

60
-　 一-　 　 　 W－r}}

73
--,'一,

98

難
8
.

9

0

11

　 38
w-w}

28 102

62 22 70 84 73.8

文化財

8

6 33 4739

合計 115 525 200 640 725

平均 105 477 182 582 65.9

一 一一

82.0

一

72.4

〔再現率順〕

項番 分類KW M(人 手のみ) B(両 方) A(自 動 のみ) 人手計 自動計 再現率 適合率

1 2 74 28 76

2_ 一.学 校教育

情 報 ・通信.

文化財..

環境保護

.レジセ産業,

安全保障

8 62
-'

87
-一

33

22

40
14

79

102

39

84

12Z

47

俗

68.5

61.2

珍 一

57.5

3

_4

5

6

7

15
--一

～

,____,__,_一,⊥ 一 山 一,
6

13
←,,

5-‥ 一'

5

'一 山ー一'

60

.23
23

"一 ←

38

6

17

73

、28-

28

98

29

40

82.2

82.i

82.1

8 公正取引 13 48 12 61 60 78.7 80.0

9
一
ハ'材 テク加シ㌧

一ー ー ー ー ー 一一
13 46 9 59 55 78.0

10 経済協力 22 59 8 81 67 72.8

11 気象 13 10 6 23 16 435 625

合計 115 525 200 640 725

平均 10.5 47.7 18.2 582 659 820 724

※網掛けは再現率80%、 適合率70%以 上
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2。3.8今 後 の 課 題

分 類 キ ー ワー ドの 自動付 与 実験 を通 じて 強 く感 じた こと は、 分類 を どの視 点 か ら行 うべ

きか 、 分類 をい くつ つ け た らよい のか 、 人 によ る差 が避 け られ な い点 で 、 そ のば らっ き を、

どの よ うに して ど こまで縮 小 で きるか と い う課 題 が残 った 。 人 に よ る判定 は、5人 の う ち

1人 で も2人 で も評 価 す る 人が あ った ら正 解 とす るか、4-5人 が揃 わ な けれ ば ダ メ とす

るか 、 考 え方 は 分か れ るが 、今 回 は常 識 的 に過 半 数 の3人 以 上 と した た め、1人 評価 の3

02件 、2人 評価 の149件 、 計451件 が一一不 正解"と な った。1人 だけ が 評 価 した場

合 は と もか く、2人 評価 とな る と3人 との差 は微 妙 で あ る。

2人 評価 と3人 評 価 との 間で 同 じよ う な記事 があ るか ど うか 、 あ った場 合"正 解'と す

るか 、'`不 正 解"と す るか 、微調 整 が 必 要 とな ろ う。"正 解""不 正解'が 明確 にな って

こそ は じめて 論理 式 が有 効 にた て られ る。 この点 を あ い ま いの ままにす る と、 自動付 与 に

よ る ノ イズ を積 み上 げ るばか りで あ る。 今 回 、1124記 事 とい う大量 の デー タを5人 で

評 価 す る ことが で きた の は、 調 査研 究 と い う機 会 に恵 まれ た か らで あ る。 こ の結 果 を生 か

しなが ら人 手 付与 、 自動 付 与 の 両手 法 を繰 り返 し、 分類 の ば らっ きを 少 しず つ 埋 め て い く

こ とが 分類 キ ー ワー ド、 自動 付与 の精 密 化 にっ なが るこ と に なろ う。

(資 料4-6に 「人手 分 類 付与 の分 布」)
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3.　今後の展望





3.■ 今 後 の 展 望

分類 キ ー ワー ドの 「標 準 モ デル 」 を作 成す る とい うの は、 あ る意味 で は大 変 無 謀 な試 み

で あ る。 なに を も って 「標準 」 とす る のか。 新 聞記事 デ ー タベ ー ス を作 成 す る新 聞社 には

それ ぞ れ 事情 が あ り、 独 自の分類 表 を持 って い る。極 端 な言 い方 をす れ ば 、 分 類 は作 成 者

の 目的 ・対象 次第 で は どの よ うに も作 り得 る。 なにが 「正 し く」 「標 準 で あ る」 とは、 一

概 に は言 い切 れ な い ので あ る。 われ わ れ が作 成 した分類 キー ワー ドが 「標 準 モ デ ル」 と な

る に は、 世 に 公表 され た うえで 、実 戦 の場 で社 会 的に評 価 され る ことが 必 要 な こ とは い う

まで も な い。 「社 会 的 知 識体 系 に合 致 す るよ う に対象 を分 類 す れ ば、 そ の 分 類 は受 け入 れ

や す い」(吉 田政 幸 、 『分類 学 か らの 出発』 、 中 公新 書 、1993、P.127)。 わ れ わ れ も 「世

間 一 般 に知 られ て い る よ う」 に分類 す る こ とを 目的 と し、 世 の常 識 か ら離 れ る こ とを警 戒

して きた 。 た だ 、新 聞 は そ の本質 か ら必 然 的 に 「新 しい もの 」 を追 求 す る。 時代 の動 きの
一 歩 先 を読 む こ とが 必 要 だ

。 新 聞 が常 識 を 「作 ってい く」 面 もあ る のだ 。 わ れ われ の分 類

キ ー ワー ドに も、 そ っと新 しい概 念 を二 つ 忍び 込 ませ て い る。 一つ は 「性 差 」 で あ り、 も

う一 つ は 「知 的所 有 権 」 で あ る。

「性 差 」 は女 性 学 の 分 野で は か な り使 われ て きて い るが 、社 会 的 には まだ 「こなれ て 」

い な い術 語 だ ろ う。 が 、 今後 は女 性 ・男性 を問 わず 「性 的役 割 分 担 」 の 問題 が紙 面 を に ぎ

わ して くるだ ろ う こ とを 予測 して、 あえ て一 項 目を立 て た 。 また、 「知 的所 有 権(知 的財

産 権)」 は、 これ まで は 「著 作権 」 の問題 と分 類 され 、 大 分類 「文 化 」 に 帰属 す る概 念 と

して 捉 え られ る こ とが多 か った。 しか し、 マル チ メデ ィア社 会 の急 速 な浸透 とと もに、従

来 の 著 作権 概 念 で は 十 分 に問題 を と らえ きれ な い こ とが 指摘 され 、 国 際 的 な論 議 を呼 ん で

い る。 もち ろ ん、 著 作権 法 の改 正 で 十 分対 処 で き ると い う考 え方 もあ るが 、 ここ は国 際 的

な流 れ を 見て 、 よ り広 い概 念 で あ る知 的所 有 権 という項 目に 置 き換 え た。 経 済 的領 域 で の

紛 争 が多 発 す る と見 て帰 属 も大分 類 「経 済 」 に移 した。

世 の動 き に柔 軟 に対 処 しうる分 類 とい う こ とで考 えた っ も りで あ るが 、 冒険 とみ るか、

時 代 の動 きの 一 歩 先 を読 んだ もの とみ るか 、 世 の審判 を 待 ち た い。
し

分類 キ ー ワー ド自動 付 与 の実 験 は 、 デー タベ ース を制 作す る新 聞社 側 に対 す る要 員 負担

を軽 減 し、 付 与 され る分 類 キ ー ワー ドの均 質化 を狙 った もので あ る。 文 章 の主 題 を機 械 的

に解 析 す る と い うの は、 コ ン ピ ュー ター の世 界で はか な り前 か ら研究 され て きて い る。 わ

れ われ の と った 手法 も特 別 な もの で は な い。 た だ、わ れ われ の対 象 は 、文 学 作 品 で は な く

新 聞記 事 で あ る。 新 聞記 事 は読 者 に 明確 な メ ッセー ジを伝 え る こ とを使 命 とす る。 用 語 も

新 聞社 間 で 少 しば らっ き はあ る もの の、 か な り統 一 され て い る。 重要 な こ とが らは記 事 の

前 の部 分 に示 され い る。 さ らに記 事 に は見 出 しが っけ られ 、 短 い 文章 の 中 に主 題 が凝 縮 さ

れ て い る。 この よ う な文 体 の特性 か ら、 主題 に絡 む重要 キ ー ワー ドを特 定 で きれ ば他 の分

野 の文 章 よ りは 主題 を 自動解 析 しやす いだ ろ う、 とい う のが わ れ われ の背 景 にあ った。

今 回 の調 査 研究 で は 自動 付与 され た分 類 キ ー ワー ドは再 現 率80%以 上 を、 適 合 率70%

以 上 を一応 の 「合 格 」 と して作業 を進 め た。2回 目の修 正 論 理式 で は再 現 率82%、 適 合

率72%と な り、 一応 の成 果 をあ げ得 た もの と評価 して い る。 分類 キー ワー ドに対 応 す る

重 要 語 辞 書 の整 備 、 論 理 式 の精緻 化 ・簡 素化 な ど実用 化 へ の 問題 は多 い。 分 類 キ ー ワー ド

の標 準化 とも ども デー タベ ース製 作 現 場 で実 際 に たず さわ って い る方 々の英 知 をお 借 り し

た い。

特 に今 後 の課 題 と して 、検索 の 全文 検索 方 式(フ ル テ キス ト ・サー チ)の 問題 が あ る。

わ れ われ の これ まで の 議論 は、 キ ー ワー ド検 索 を前提 と して い る。 全 文検 索 方 式 は 、 テ キ

ス トか ら切 り出 され た キ ー ワー ドを必要 と しない。 テ キス ト中 の文 字列 との完 全 一 致 で検

索す る新 しい方 式 で あ る。 キー ワ ー ドの読 み の チ ェックや保 守 は必要 と しな い。 デー タベ
ー ス を製 作 す る側 に は 大変 経 済的 メ リ ッ トが あ る。

しか し、 問 題 が な いわ け で は な い。 文 字 列 の完 全一 致 だ けが 検 索 の決 め 手 に な って い る

た め、 「東 大 」 は 「塞△ 阪 」、 「魅 寺 」 の 中 の 「東 大 」 と一 致 し、 「東 大 阪 」 や 「東 大

寺 」 まで 検 索 して しまう。 この雑 音 封 じにい まの とこ ろ有 効 な手 段 が見 つ か って い な い。
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検 索 技 術 の レベ ル で い う と、 キー ワー ドのAND検 索 で絞 り込 む ことや期 間 を限 定 して雑

音 が 出 るの を少 な くす る、 な どが考 え られ る。 分 類 も対 象 の絞 り込 み に は大 変 有効 な手 段

だ。 全 文検 索 と分 類 の組 み合 わ せ ば、 魅 力 あ る検 討 課題 と いえ よ う。
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4. 質 料





4. 1　ELNETの概要





ELNETと は …

(株)エ レク トロ ニ ック ・ラ イ ブ ラ リー の提 供 して い るELNETは 、 新 聞51紙 ・雑 誌 約130誌 を

対 象 に1988年1月1日 以 降 、500万 件 近 い記 事 を蓄積 し、 国 内 の主 要 新 聞 ・雑 誌 を横 断 的 に カバ ー

す るわ が 国最 大 の記 事原 文 デ ー タベ ー ス で あ る。各 種 サー ビス の 概 要 は以 下 の通 りで あ る。

＼ 購瞬籔 膿 ○
""ン

難 購_元 磁
　 ;㌫
醐 幽 藤嚇畷ll…癒 購 聾灘

サービス概要

ELNETで 採 録する新聞 ・

雑誌を対象に、ユーザーが検

索

ELMOR対 象 の当日の朝刊

を対象に、登録されたキーワ
ードにより必要な記事を自動

出力

F
I

ELNETで 採録する新聞 ・

雑誌を対象に、登録されたキ
ーワー ドにより必要な記事を

自動出力

ELNETで 採 録する新聞 ・

雑誌/G-Searchの 情報を対象

に、サーチャーが代行検索

(自 分で検索) ( 自動出力サービス) (豆 ≡チ。一が魅==)
}

検索方法 必要なときにユーザーが

パ ソコンから検索

あらか じめ登録された検索式により自動検索 必要なときに電話一本で

代行検索

対象紙誌

96年2月 現在

新聞51紙

雑誌約130誌

新 聞32紙(朝 刊) 新 聞51紙

雑 誌約130誌

ELNET G-Search

新 聞51紙

雑誌約130誌

G-Searchの メニ

ューに よ る ファイル

データ内容

1988年1月1日 以降前日までに

蓄積された全記事

(年間約60万 件)

当日朝刊28紙 、前 日朝刊4紙

(日曜刊は原則として翌サー

ビス日のELMORで 出力 します)

前 日に入力された全記事

(1週 間分をまとめて郵送す

るサービスもあります。土曜

日出力)

1988年1月1日

以降前 日まで

に蓄積された

記事(年 間約

60万 件)

G-Searchの 設

定 に よ るファイル

(郵 送 サービ スも

あ り ます)

ELデ ー タベ ー ス を検 索 す る には 、新 聞名 ・雑 誌 名 ・発行 年 月 日 ・面 ・朝 夕 刊 ・巻 号 な どの書 誌 事 項 の

ほか 、 キ ー ワー ド ・分 類 ・記 事 形 式 ・雑 誌 ジ ャンル な どいろ い ろ な項 目が 提 供 され て い る。

登 録 キ ー ワー ド数 一 覧

統制語(CT) ブリ汐 一ム(FT)

一般名詞(GK) 34,796 421,653

地域名(AR) 1,455 16,324

企業名(OR) 13,262 284,883

人 名(PN) 5,836 229,633

計 55,349 952,493

記事形式(TY)

(ig95年12月 末 現 在)

載

説

ムラ

連

社

コ

ー

2

3

集

説

談

特

解

対

4

5

6

記事分類表(CL)

政 治

110政 治

120立 法

130選 挙

140行 政

150地 方 自治

160司 法

170外 交

180軍 事

経済

210経 済

220財 政

230金 融

240貿 易

250産 業界

260企 業

270労 働

産業

310情 報

320サ ー ビス

330開 発建設

340金 属 ・鉱業

350機 械工業

360電 機 ・電子

370化 学 ・医薬

380諸 工業

390農 林水産

科学

410科 学技術

420宇 宙

430地 球

440理 工学

450生 命工学

460医 学

470動 植物

社会

510社 会

520皇 室

530生 活

540福 祉

550環 境

560事 件

570事 故

580災 害

文化

610文 化

620教 育

630人 文 ・社会科学

640芸 術 ・芸能

650宗 教

660ス ポ 　ツ
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4. 2　分類キーワードの主な内容





【政 治 】

政 治 般 公式制度 国家 国歌 国旗

情報機 関

叙位 ・叙勲 政治資金 政治倫理

国 会 国会 ・議会制度 国会活動 国会議員 政治家 法案

選 挙 選 挙制 度

リコー ル

国政選挙 衆院選 参院選 地方選 大統領選 選 挙違反

政 党 政党 党派 派閥 政治団体 右翼 左 翼

行 政 首相 内閣 組閣 閣僚 閣議 総辞職 省庁 政務次官 省 令

審議会 国家 公務員 公団 事業団 特殊法人 行政改革

地 方 自 治 地方 自治 地方 自治体 地方議会 地方行政 首長 地方 公務員

地方財政 地方制度 直接請求 一村一品 ・地域お こ し 姉妹都市

司 法 ・ 裁 判 憲法 法律 裁判所 審理 判決 検察 弁護士

刑務所 拘置所 えん罪 治安 出入国管理

法曹界 警察 行刑

財 政 財政政策 財政投融資 税制 租税

国家予算 ・決算 公金 ムダ遣い

国債発行 公共事業 国有財産

外 交 外交政策 外交関係 閣僚外遊 条約 ・協定

在 日公館 領海 領空 領土 旅券

外交官 在外公館

安 ・全 保 障 安全保 障

軍 事 軍事 ・防衛政策 軍事 ・防衛 費 軍隊 自衛隊 駐留軍 軍事演習

軍人 基地 装備 特殊兵器 政変 クーデター 内戦

軍事 ・防衛産業

皇 室 王室 皇室 皇族 皇室行事 天皇制 宮内庁
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【 経 済 】

経 済 一 般 経済関連法規 経済統計 ・指標 経済理論

経済 ・金融政 策 経済政策 産業政策 金融政策 通貨政 策 政府金融 公定歩合 為替

円相場 外国為替

経 済 協 力 対外経済 経済援助 経済交流 技術交 流 対外投 資

景 気 ・ 物 価 景気 インフ レ 物価 公共料金 内外価格差 国民所得

公 正 取 引 公正取引 独 占禁止法 談合 カルテル 再販制度

知 的 所 有 権 知的所有権 知的財産権 工業所有権 著作権 著作隣接権 特許

商標 実用新案 意匠

産業 ・経済団体 経 済団体 ・機関 財界 産業界

企 業 経 営 企業決算 機構 ・人事 合併 ・提携 倒産 株式上場 投資 会社設立

ニ ュー ビジネス ベ ンチ ャー企業 中小企業

貿 易 貿易政策 貿易統計 貿易摩擦 経済摩擦 輸 出入 国際収支 関税
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【産 業 】
※ 各産 業 は、 企 業 ・製 品 ・業界 統 計 等 を含 む。

金 融 業

農

土

食

繊

紙

林

木

品

維

パ

漁

建

工

工

ル

業

設

業

業

プ

資 源 ・エネルキ㌧

鉄

非 鉄 金

鉱

化 学 工

鋼

属

業

業

医 薬 品 製 造 業

機 械 工 業

精 密 機 械

輸 送 用 機 器

自 動 車 工 業

電 子 ・ 電 機

諸 工 業

情 報 ・ 通 信

新 聞 ・通 信 社

放 送

出 版 ・ 印 刷

銀行 証券 消費者金融 生命保険 損害保険

投資信託 商品取引 株式 債券

農業 畜産 酪農 林業 漁業 水産業 米価 農政

建設業 建材 住宅建設 道路建設 トンネル 橋梁

食品工業 各種 加工食品

アパ レル産業 繊維製品 テキスタイル

製紙工業 紙 パ ルプ

資源 水資源 石炭 石油 石油関連製品 電力 電設

核燃料LPGLNG省 エネ

普通鋼 特殊鋼 鋼材 鉄 製鉄

軽金属 重金属 貴金属 希少金属

鉱山 鉱物 資源 窯業 セ ラミックス ガラス セメン ト

化学工業 化学製品,合 成樹脂 ゴム 化学薬 品

医薬品 治療薬 診断薬 抗生物質 製薬会社

機械工業 産業機械 工作機械

精密機械製造業 光学機器 時計 計算機

造船 舶用機器 航空機 鉄道車両

自動車工業 自動車部品 自動車用品

電気工業 家電 重電機 電子工業 電子機器

雑貨 玩具 木工品

郵政事業 情報 サー ビス業 通信 電信電話 郵便

マルチメディア ニ ューメディアCATV

データベース ビデオテ ックス ネ ッ トワー ク

新 聞 新聞社 通信社

テ レビ局 ラジオ局 放 送番組

出版社 印刷 業 出版 書籍 雑誌

金融商品 預貯金

漁業交渉

ダム 埋め立て

原子力発電

コ ン ピ ュー ター

そ の他各 工業 に分類 され ない製 造 業

衛 星 通 信

テ レテ キス ト

一51



広 告

不 動 産

運 輸 交 通

卸 ・ 小 売 業

飲 食 業

レ ジ ャ ー 産 業

各 種 サー ビス 業

広告業 広告 コマーシ ャル

不動産(仲 介)業 土地 住宅 マンシ ョン ビル

陸運 鉄道JR公 営交通 私鉄 自動車交通 海運 港湾 航路

航空 空港 物流

百貨店 スーパー コン ビニ 小売店 卸問屋 商社

飲食店 外食産業 料飲業

ホテル 旅館 パ チ ンコ店 旅行代理店

人材派遣業 リース業 警備保障 塾 ・予備校

ク

∨
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【労

労 ・働

雇

労 働 条

労 働 組

織

働 】

般 労働 政策 労働法規 労働関連統計 ・指標

用 雇 用対策 失業 就職 人員整理 職安

件 賃金 ボーナス 退職金 最賃制 労働時間 休 日 定年 労働環境

労災 職業病

合 各種 労働組合 連合組織 労働運動 争議 春闘 メーデー 調停

調停機関

業 職業 意識 職種 サ ラ リーマ ン パー ト ・内職 技能者 資格 ・免許
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【国 際 】

国 際 一 般 民族 人種 移民移住 亡命 分割国家 植民地 東西関係 国際開発

国 際 政 治 機 構 国際政治機構i(会 議 を含む)首 脳会談CSCE(全 欧安保協力会議)

国 際 経 済 機 構 国際経済機構(会 議 を含む)OECD(経 済協力開発機構)

OPEC(石 油輸出国機構)WTO(世 界貿易機関)

南 北 問 題 先進国 途上国 南北闇経済格差

国 連 国連総会 国連専門機関

国連安保理 信託統治理

国連経済社会理 国際司法裁判所

戦 争 ・ 紛 争 戦争 国際紛争 地域紛争 国境 紛争 世界 大戦 戦後処理 戦犯

核 兵 器 核兵器 核武装 核実験 核実験被害

軍 事 同 盟 軍事同盟NATO(北 大西洋条約機i構i)

軍 縮 軍縮交渉SALTSTART
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【社 会 】

社 会 一 般 社 会施設 ・団体 ・機関 世論調査 人 口 食糧問題

過疎過 密 戦没者追悼 広島長崎 残留孤児

人権 戸籍

生 活 衣服 アクセサ り一 美容 ファッシ ョン 食生活 料理 酒 たばこ

飲酒 ・禁酒 喫煙 ・禁煙 住生活 インテ リア 暮 らしの知 恵

生活用 品 家庭電化 家計 消費生活 冠婚葬祭 乳幼児 お もち ゃ

子供の遊 び

家 族 家族制度 家族関係 家庭 結婚 離婚 育児 しっけ 遺 言

世 代 世代論 高齢化 高齢者 実年 中年 青少年

性 差 男女 差 別 男女 雇 用 機会 均 等 法 セ ク シ ュア ル ・ハ ラス メ ン ト

婦 人 団体 フ ェ ミニズ ム 男性 学

世 相 ・ 風 俗 世相 風俗 流行 流行語 盛 り場 底辺生活 美談

環 境 保 護 環境行政 環境基準 環境保護団体 公害

動物愛護 緑化運動 ゴミ リサイクル

公害病 自然保護

市 民 運 動 住 民運動

デモ

学生運動 消費者運動 平和運動 反核運動 原水禁運動

社 会保 障 ・福祉 社会保 障 ・福祉政策 医療保険 労働保険 年金 児童福祉

心身 障害者 生活援護 ボ ランティア 寄付 慈善

余 暇 趣味娯楽 観光 行楽 旅行 レジャー

囲碁 将棋 手芸 釣 り ギ ャンブル

観 光 地 レジ ャー ラ ン ド

行事 ・イベン ト 祭 り 年中行事 祝 日 正月 週間 供養 博覧会

ト∋6 報 死亡記事

人 事 人事記事
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【事

事 件 ・事故 一般

犯

犯

悪

済

凶

経

公 安 事 件

人 質 犯

コンヒ。ユ一夕ー犯 罪

外 国 人 犯 罪

青 少 年 犯 罪

暴 力 団 犯 罪

麻 薬 ・覚せ い剤

交 通 事 故

航 空 機 事 故

火 災

海 ・水 難 事 故

山 岳 事 故

産 業 災 害

自 然 災 害

コンピ ューター事 故

件 ・ 事 故 】

事件 ・事故関連の統計 防犯 事故防止 窃盗 捨て子 心 中 家出

行方不 明 自殺 とば く 風営法違反 性犯罪 いたず ら 密 出入国

爆発 ガス事故

殺人 殺人未遂 傷害 暴行 強盗 恐喝

詐欺 偽変造 贈収賄 汚職 横領 背任 土地 ・不動産事件

株取引事件 悪徳商法 脱税 ・申告漏れ 密造 不正融資 密輸

密猟 ・密漁

テロ 過激派事件 騒乱騒動 スパ イ

監禁 ・人質 誘拐 ハイジ ャック

パスワー ド盗用 ハ ッカー オ ンライン詐欺 コンピュー ター ウイルス

在 日外国人による犯 罪

青少年による犯罪 非行

暴力団による犯罪

麻薬 シンナー ヘロイン 覚せ い剤

自動車事故 鉄道事故 交通安全運動

航空事故 航空機墜落

火事 放火 消防 防火

沈没 ・座礁 ・漂流 水死 領海侵犯 海上保安

山岳遭難 登山中の事故

工場事故 コンビナー ト事故 炭坑事故

地震 噴火 風水害 落雷 雪害 地滑 り 異常気象

ATM故 障 システム ・トラブルによる鉄道等 の混乱

原発事故 原 子炉事故 核事故 原子力潜水艦事故 放射能洩れ
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【科 学 】

科 学 一 般 科学行政 科学 ・研究 団体 科学賞 自然科学 基礎技術 新技術

新 素材 調査探検 発見

医 学 ・ 医 療 医療政策 ・団体 ・機 関 医学 薬学 栄養学 医療従事者 医師 病院

手術 医療技術 介護 ・看護 成人病 が ん 精神神経病 心身障害

予防接種 人工臓 器 臓器移植 医の倫理 医薬品 医薬事件

生 物 動物 植物 生態

バ イオテクノロジ ー 遺 伝 子工 学 細 胞 工 学 バ イオ製 品

宇 宙 天文 宇宙開発 人工衛星 宇宙探測機 ロケ ッ ト 宇宙事故

地 球 地球 地学 地質学 地理 陸地 島 海洋 極地 地震 ・火山研究

気 象 大気 気象研究

原 子 力 原 子力開発 核基礎研究 ・技術 放射線 原子力船 平和利用

理 工 学 化学 工学 数学 物理学 元素 計量 度量衡

一57一



文

美

音

映

演

舞

演

伝

文

文

文

宗

【文

化 一

統 芸

ヒイ

化 施

人文 ・社会科学

学 校 数

社 余 数

言 論 報

イヒ 】

般 文化政策 文化交流 文化賞 芸術論 芸術祭 言語 読書 町並み・

術 絵画 彫刻 工芸 写真 建築設計 古美術 書道 華道 マ ンガ

楽 洋楽 邦楽 歌謡 オペ ラ 音楽家 楽器 オーディオ

画 劇映画 ドキ ュメンタ リー映画 映画祭 映画人

劇 演劇 ミュージカル 演劇人

踊 バ レエ モダンダンス レビュー 日舞

芸 漫才 落語 人形芝居 芸能人 テ レビ番 組

能 歌舞伎 能狂言 郷土芸能 文楽

学 小説 エ ッセイ 詩歌 戯 曲 評論 古典 児童文学 文学賞 作家

出版物

財 文化財保護 国宝 重要文化財 記念碑 城

設 博物館 美術館 ホール 劇場 図書館

教 宗教 団体 仏教 神道 キ リス ト教 イス ラム教 新興宗教 信 仰

人文科学 社会科学 哲学 思想 歴史 考古学

育 文教政策 小学校 中学校 高校 専門学校 大学 入試 教科

教科書 教職員 学生 教育費

育 生涯教育 放送大学 社会人入学制 カルチ ャース クール

道 マスメデ ィア ジ ャーナ リス ト 言論 の自由 報道倫理
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【 ス ポ ー ツ 】

ス ポ ー ツ ー 般 ス ポー ツ団体 ス ポ ー ツ交 流 スポ ー ツ賞 スポ ー ツ施 設

ス ポー ツ用 品 ス ポ ー ツ科学 ・医学 レク リエー シ ョン 自転 車 射撃

重 量 挙 げ 体 操 登 山

総 合 競 技 総 合 競 技 大会 五輪 夏 五 輪 冬 国体 中高 総 体

球 技 野 球 サ ッカー ラグ ビー バ スケ ッ トボ ール バ レー ボー ル テニ ス

卓 球 ゴル フ

陸 上 競 技 マ ラ ソ ン 駅 伝 フ ィー ル ド競技 トラ ック競 技

水 上 競 技 水 泳 シ ンク ロナ イ ズ ド ・ス イ ミング ボー ト ヨ ッ ト 水 球

冬 季 競 技 ス キ ー ス ケー ト ア イス ホ ッケー ボ ブ ス レー

ギ ャン プル競 技 競 馬 競 輪 競 艇 オ ー トレー ス

武 道 ・格 闘 技 相 撲 柔道 剣 道 弓 道 馬 術 ボ ク シ ン グ レス リン グ

フ ェ ンシ ング
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4. 3　自動付与用分類キーワード





自 動 付 与 用 分 類 キ ー ワ ー ド

(大 分類)

■.政 治

(分 類 キ ー ワ ー ド)

安全 保 障

司法 ・裁 判

2.経 済 経済協力

公正取引

3.産 業 情 報 ・通 信

レジ ャー産 業

4.労 イ動

5.国 際

6.社 会 環境保護

社会保障 ・福祉

7.事 件 ・ 事 故

8.科 学 気象

バ イオ テ ク ノ ロジー

9.文 イヒ 文化財

学校教育

■0.ス ポ ー ツ

*分 類 キ ー ワー ド標 準 モ デル にお け る 自動 付 与用 キ ー ワ ー ドの配 置 を表す

*空 白(一 印)部 分 は対 象 キ ー ワー ドな し
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自動付与対象記事の抽出方法

 

44





◎ 分 類 自動 付 与 用 記事 デ ー タは、

要 領 で入 手 した。

(株)ジ ー ・サーチ の デ ー タベ ー ス を利 用 して以 下 の

〈使 用 新 聞 〉朝 日新 聞、 読 売新 聞、 日刊 工 業 新 聞

く検索 ツ ール 〉分類 コー ド(CL)、 キ ー ワー ド(フ リー ター ムを含 む)

〈検索 方 法 〉各 新 聞 ごと の分類 にキ ー ワ ー ドを適 宜組 み合 わ たAND検 索

た だ し、 ヒ ッ ト記 事 数 の 関係 か ら新 聞 によ って は使 って い な い キ ー ワー ドも

あ る

く注 意 〉 日刊工 業 新 聞 につ いて は分 類 が か な り専 門 的で あ るた め使 用 を控 え、 コ ン ト

ロー ル ター ム とフ リー ター ムを使 ったOR検 索

(朝 日)外 交 、貿易 、 国 際政 治 、 国際 軍 事 、 国 連

CL (読売)軍 事

(日 刊 工)一

1.安 全 保 障

国連 平和 維 持 活動 、PKO、 日米 安 保 体 制 、 自衛 隊

キ ー ワ ー ド 国連安全保 障理事会、防衛費、軍事演習、安全保 障

基 地 、 同盟 、駐 留軍 、 軍備 防 衛力 、 軍 事 費

(朝 日)司 法

CL (読 売)司 法

(日 刊工)一

2.司 法 ・裁 判

訴 訟 、 裁 判 、 公 判 、 法 廷 、 下 級 審 、 上 級 審 、 上 告 、

キ ー ワ ー ド 控 訴審 、地 裁 、最 高 裁 、最 終 弁 論 、 冒 頭 陳 述 、 棄却

裁 判 長 、 却 下 、 告 発 、 控 訴 、 提 訴 、 起 訴 、 判 決 、

裁 判所 、高 裁 、抗 告 、冤 罪

(朝 日)経 済総 額、 金 融 、貿 易

CL (読 売)経 済 、財 政 、 金融 、 貿易

(日 刊 工)一

3.経 済協 力

経 済協 議 、 公共投 資 、 中央 銀 行 、 市場 経 済 、 日銀 、

キ ー ワ ー ド 自由貿易 、 金融市 場 、政 府 調 達 、 市場 開放 、金 利 、

経 済成 長 、 金融政 策 、産 業 政 策 、 金 融緩 和 、 関税 、

金 融 引 き締 め、 内需 拡大 、 公 定 歩 合 、 日本銀 行 、

景 気対 策 、 不況対 策 、 円高 対 策 、規 制 緩 和

(朝 日)経 済誌類

CL (読 売)企 業 、経 済 、金 融

(日 刊 工)一

4.公 正 取 引

公 正取 引 委員 会、 公取 、 独 禁 法 、独 占禁 止 法 、 談 合

キ ー ワ ー ド 不 正競 争 防止 法、 不 当景 品 、販 売 拒 否 、 ゼ ネ コン、

ヤ ミ カ ル テ ル 、 イ ン サ イ ダ ー 、SEC、 不 当 競 争 、

証券取引監視委員会、過当競争、再販制度

一63一



(朝 日)新 メ デ ィア、 情 報通 信

CL (読 売)情 報

(日 刊 工)一

5.情 報 ・通 信

情 報 提 供 サー ビス 、書 誌 デ ー タベ ー ス 、電 子 出版 、

キ ー ワ ー ド オ ン ラ イ ン デ ー タ ベ ー ス サ ー ビス 、 ニ ュ ー メ デ ィ ア

CATV,テ レ テ キ ス ト、 キ ャ プ テ ン シ ス テ ム 、

情 報 検索 シ ステ ム、電 子 図書 館 、 デ ー タバ ン ク、

文 献 デー タベ ー ス 、 コ ンテ ンツ、EPWING、

パ ソ コ ン通 信 、FAXサ ー ビ ス 、 マ ル チ メ デ ィ ア 、

デ ー タ ベ ー ス 産 業 、 ・な ど

(朝 日)商 業 、生 活 、趣 味 ・娯 楽、 観 光 、 行事

CL (読 売)サ ー ビス、 生 活 、 余暇 、行 事

(日 刊工)一

6.レ ジ ャー産 業

ホ テ ル 、 旅 館 、 ス ポ ー ツ ク ラ ブ 、 ス ポ ー ツ 施 設 、

キ ー ワ ー ド ス キ ー 場 、 ゴル フ場 、 映 画 館 、 観 光 地 、 温 泉 、

パ チ ン コ店 、 リ ゾ ー ト施 設 、 カ ラ オ ケ 、 旅 行 会 社 、

レ ジ ャ ー 施 設 、 ゲ ー ム セ ン タ ー 、 遊 園 地 、 余 暇

(朝 日)地 球

CL (読 売)地 球

(日 刊工)一

7.気 象

大 雨 、 雨 、 冷 夏 、 風 、 た っ 巻 、 雷 、 エ ル ニ ー ニ ョ、

キ ー ワ ー ド 気 圧 、 気温 、 天 気予 報 、 み ぞれ 、雪 、降 水 確 率 、

台 風 、 地 震 、 暖 冬 、 猛 暑 、 異 常 気 象 、 ハ リ ケ ー ン 、

サ イ ク ロ ン、 フ ェ ー ン 現 象 、 電 、 黄 砂;大 雪 、 豪 雪

吹 雪 、暴 風 、 温 暖化 、 強 風 、気 象 、 気象 デー タな ど

(朝 日)科 学 総 額 、生物 、 医療

CL (読 売)生 命工学

(日 刊工)一

8.パ イオテクノロシ㌧

バ イ オ 、 遺 伝 子 、DNA,ク ロ ー ニ ン グ 、 酵 素 、

キ ー ワ ー ド 培 養 、 モ ノク ロー ナル 抗 体 、大腸 菌 、生 化 学 、 発 酵

ガ ン 、 ガ ン研 究 、 ウ イ ル ス 、 コ レス テ ロ ー ル 、

イ ン タ ー フ ェ ロ ン 、 人 工 受 精 、 医 の 倫 理
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(朝 日)生 物 、公 害 、地 球

CL (読 売)環 境 、地 球

(日 刊 工)一

9.環 境保 護

自然保 護 、 サ ンクチ ュア リ、 森 林保 護 、 希 少種 、

キ ー ワ ー ド 希 少動 物 、 ラ ムサー ル条 約 、 生態 系保 護 、 危急 種 、

種 の保 存 法、 密漁 、 自然 保 護 区 、WWF、 環境 汚 染

日本 野鳥 の会 、 ワ シ ン トン条 約 、環 境 破 壊 、環 境 権

環 境保 全 、水質 汚 濁 、水 質 汚 染 、赤 潮 、 一 坪運 動 、

核 実験 、 大気 汚染 、 酸性 雨 、 ナ シ ョナル トラス ト、

フ ロ ン ガ ス 、 オ ゾ ン層 、 公 害 、 密 猟

(朝 日)福 祉 、国 際総 額

CL (読 売)社 会保 障 、 国 際

(日 刊 工)一

10.社 会騨 ・雛

社 会福 祉 、社会 保 険 、 児童 福 祉 、福 祉 施 設 、 障害 者

キ ー ワ ー ド 社 会保 障 、福祉 政 策 、福 祉 年 金 、福 祉 行 政 、年 金

医 療保 険 、労働 保 険 、健 康 保 険 、共 済 保 険 、

組 合保 険 、生活 保 護 、保 険 行 政 、保 険政 策 、

生 活保 護 、老 人医 療 、老 人 施 設 、老 人 福 祉 、

老 人保 険 、年 金保 険 、雇 用 保 険 、厚 生 年 金 … … な ど

(朝 日)教 育

CL (読売)教 育

(日 刊 工)一

11.学 校 教 育

教 育 問題 、教 育行 政 、学 習 指 導要 領、 教 育 現場 、

キ ー ワ ー ド 教 育施 設 、教 育課 程 、 中教 審 、 教 育法 、 不 登校 、

内申書 、 教科書 裁 判 、 大学 教 育 、 大学 入 試 、学 習 塾

入 学試 験 、業者 テス ト、校 内暴 力 、体 罰 、 受験 、

偏差 値 、文 部省 、 日教 組 、 障 害 児 、生 徒 … … な ど

(朝 日)文 化

CL (読売)文 化

(日 刊 工)一

12.文 化 財

博物 館 、 資料館 、縄 文 、 弥 生 、遺 跡 、 美 術館 、 壁 画

工芸 品 、 陶磁器 、 発掘 、 国 宝 、重 要 文 化 財 、古 文 書

キ ー ワ ー ド 考 古 学 、 絵 画 、 彫 刻 、 文 化 財 、 遺 跡 発 掘 ・・… な ど

一65一



-　閑　-



4. 5　分類キーワード別の検証結果





分類キーワー ド別の検証結果

(1)史 金離
(第1回) (第2回)

イズ
9件 漏れ

14件

再現率
50%→82% ノイズ

17件

れ

仲

漏

5

連合
14件

適合率
61%→58%

適禽
23件

(2)百 こ ・¥1

(第1回) (第2回)

再現率
97%

第1回 検証で再現率80%、
適合率70%の 目標を突破 し
第2回 検証は行わず

適合率
85%

(3)経 渣 協力
(第1回) (第2回)

クイズ 漏れ

27件22{牛

再現率
73%→73%

適合
59繰

漏れ
22件

適合
5⑨ 件

適合率
69%→88%
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分類キー ワー ド別の検証結果

(4)卿
(第1回) (第2回)

クイズ 漏れ

13件19件
再現率
69%→79%

イズ 漏れ
12件13件

適合
42件

適合率
76%→80%

適合
48件

(5)

(第1回) (第2回)

適合
63件

漏れ
39件

再現率
62%→85%

ノイズ

40件

適合率
86%→69%

適合
87件

(第1回) (第2回)

ノイズ

13件 漏れ
17件

適合
刊 件

再現率
39%→82%

適合率
46%→79%

ノイズ 漏れ
6件5件

適 合

23.i件

一68一



分類キー ワー ド別の検証結果

(7)気 象

(第1回) (第2回)

合
件

適

7 漏れ
16件

再現率
30%→44%

ノイズ

6件

適合率
78%→63%

適合
10件

漏れ
13件

(8)バ イオ テ ク ノ ロジ ー

(第1回) (第2回)

イズ 漏れ
9件13件 再現率

78%→78%

イズ 漏れ
9件13件

適合
46件

適合率
84%→84%

適合
46件

(9)蹴 護
(第1回) (第2回)

ノイズ

27件 漏 れ

36件

再現率
51%→82% ノイ ズ

38件

適合率
58%→61%

適合
6◎ 件
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分類キーワー ド別の検証結果

(10)社 会雌 二福祉

(第1回) (第2回)

漏れ
49件

再現率
36%→97%

ノイズ

28件

適合率
71%→73%

(第2回)

適合
74件

(第1回)

再現率
57%→89%

ノイズ

22件

適合率
68%→74%

適合
62#F

(第1回) (第2回)

再現率
79%→85%

イズ

14件

適合率
61%→70%

適合
33件
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4. 6　人手分類付与の分布





ご

記事数
人手分類付与の分布
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4.7分 類キーワード自動付与によるキーワード男ilヒット記事見出し一覧

適 否 判 定

評 定 者5人 の うち過 半 数 が 「適 合」 と判 定 ・・…○

「適 合 」 と判 定 され なか った もの ×

B… 人 間 と機 械双 方 の 評価 が一 致

M… 人 間 のみ 「適 合 」 と判 定、 機械 の 「漏 れ 」

A… 機 械 が 余 分 に と った 「ノイズ」

*機 械 の評価は第1回 目の検証結果 を使用





安全保障

賭
-
2
3
4
-
6
-
8
9
m
n
捲

捲

‖

‖

名

篇

発

日

墾

3・
斜
辺
33
藷

碧

見出 し
国連保護軍のボスニア撤退で総長、安保理に書簡 多国籍軍 と入れ替え

衛藤防衛庁長官 「地位協定見直 しを」 外務省慎重 沖縄米兵暴行事件
ボスニアの国連保護軍、撤退提案へNATOが 代替 ガ リ総長 ら協議
安保理改革、先送 り 決着は来年以降に 作業部会が報告書採択
日本のゴラン高原PKO派 遣 を評価 ペ リー米国防長官
米代表団、 また欧州へ 和平交渉へ根回 し ボスニア紛争
日米安保条約の再評価が必要 橋本通産相が見解
「日米安保再定義」大詰め 環境整備になお課題(解 説)

自民党総裁選 「外交」 「安保」で本音の論戦望む(解 説)
新大綱の集団的自衛権盛 り込みは 「無理」 新進議連で防衛庁課長が見解
アジア ・太平洋安保、閣僚級で対話の場 を 米VJデ ーで衛藤防衛庁長 官が会見

ナイ米国防次官補あす来 日
政府、安全保障会議の第4回 会合を開催。正面装備の更新が必要
政府、防衛大綱 を見直 し。正面装備の更新加速
与党、 「日米地位協定」見直 し検討で一致 政府 と意見調整へ
沖縄の怒 りを受け止め よう(社 説)
地位協定見直さぬ方針 を沖縄知事 に説 明 米兵の少女暴行で河野外相 ら
ジグザ グ 揺れ るPKO(再 生への岐路 国連創設から50年:1)

混乱する、PKOと 常任理事国論議 河辺一郎(論 壇)

中国 ジ ョセフ ・ナイ さん(外 国人 ・記者クラブか ら)
「核安保」に消費者反旗(ム ルロアの痛み 仏核実験再開:1)

日米両国政府、米軍駐留経費負担の特別協定改定で合意

日米地位協定の見直 し3与 党、検討で一致
日米安保 ペ リー米国防長官の講演要 旨
PKOへ の積極貢献 と日米安保 を強化 自衛隊幹部会同で村山首相が表明

仏核実験 抗議でタ ヒチ最大労組が6日 ゼネス トへ
日本の ゴランPKO参 加 ガ リ国連事務総長が高 く評価
インタビュー/防 衛次官 ・村田直昭氏 「転機に立つ防衛政策、装備は即応力に重点」
PKO外 し追認 ボスニア紛争の国連保護軍撤退でガリ総長〈解説〉
集団的 自衛権あいまいは不安 新進党会合で制服組幹部 ら(政 治短信)
セル ビア人勢力への空爆中止決議案を提出 ロシア、安保理理事国に
中仏核実験、改めて批判 村山首相

北欧諸国、核実験 を批判 仏は安保貢献の用意示すEU外 相会議
〈解〉ジラー ド事件
仏核実験強行に政府が厳重抗議
正面装備のハイテク化が重点 防衛庁概算要求2.9%増 、4兆8600億 円

自民党の梶山静六前幹事長、 「アジア重視」を提言(政 治短信)
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見出し
開業遅れで預託金の返還命令 山口敏氏親族経営のゴルフ場めぐる裁判
信頼性揺らぐDNA鑑 定 違いの読み取り技術に限界 福岡高裁では逆転無罪判決
西淀川公害訴訟で国と公団側が控訴
核実験差し止め審理NZ側 「環境破壊する恐れ」 国際司法裁判所
弁護士費用の会規改正/日 弁連
素顔/阪 神高速道路公団理事長に就任した北村広太郎さん 「早期復旧に全力」
外務省、次官に林外務審議官。後任に小倉ベ トナム大使を発令
公取委、資生堂が独占禁止法違反の排除勧告を不服とし応諾を拒否 した問題で審判開始
住宅部品PLセ ンター、初のADR調 停は不調に。和解得られず
市民オンブズマン、全国訴訟を提案 下水道談合で損害賠償請求へ
10月5日 に第1回 審判 資生堂の排除勧告応諾拒否 公取委
[わたしの道]福 原義春さん(7)123年 の歴史 危機乗り越えて強く(連 載)
「風説の流布」株価つり上げ 東京地検、 「テーエスデー」強制捜査へ

下水道談合で明電舎役員処分
風説の流布容疑で初告発 自社株価つり上げのテーエスデー元社長/証 券監視委
公取委が資生堂へ排除勧告 対面販売否定せず 流通機構の激変は回避
「行政基準は無根拠」 スズキのゴルフ場建設差 し止め訴訟/静 岡

PCB化 学分解 技術メドで指針作成へ 焼却処分より安全/環 境庁

適否 評価
○ B

○ B

○ B
○ M
○ M
× A
× A
× A

× A

× A

× A

× A
× A
× A
× A
× A
× A
× A
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見出 し
誤解 目立つ教科書のODA記 載 否定的見方強調のきらい(解 説)
ODA「 専門家派遣制度」受け入れ国 とズレ 硬直 した人事原因(解 説)
スー ・チー さん読売新聞 と会見 日本の対 ミャンマー円借款 慎重な姿勢促す

変質するOECD開 発援助委 日本ODAも 「脱皮」 を(解 説)
94年 の 日本のODA、4年 連続1位
NKK、 ス リランカ港湾局か ら石油パイ プライン敷設工事をフルター ンキーで受注
住友商事、 メキ シコか ら環境保護用の植林プロジェク ト受注
住友商事、ニジェールか ら金鉱床の採掘権を獲得
通産省、 タイでサポーテ ィングインダス トリーの技術者育成事業に乗 り出す
中国 ・杭州市、松下電器などと合意。案件ごとに対中投資促進
KDDエ ンジと情報通信コンサル、ラオスか ら国際通信設備 コンサル業務を共同受注
阪和興業、海外市場開拓チームを発足一生産拠点向け専門チーム新設
建設省、 フィリピンに下水処理技術を移転。途上国支援事業の第1弾
村 山首相、貢献具体策 を表明 エジプ ト大統領との会談で
日本のゴラン高原PKO派 遣 を評価 ペ リー米国防長官
パ レスチナ支援策で選挙監視要員を派遣 中東訪問で村山首相表明へ

北朝鮮へ相互援助条約破棄と新条約を提案 ロシア(地 球24時)

軍事同盟廃棄を北朝鮮に通告 ロシア外交筋伝える
「反核」試 され る日本 実現へ選択肢狭 く 中国と仏の核実験
「ロ朝軍事同盟」を廃棄 「支援」削除の新条約へ/ロ シア発表

ゴランPKOで 米に協力要請へ/衛 藤防衛庁長官
公取委、資生堂が独 占禁止法違反の排除勧告 を不服と し応諾を拒否 した問題で審判 開始
カンボジアの子 ら救 え 走って募金、NGO企 画が来月1日 チャ リティーマラソン

東京 ・練馬に中国か ら研修生 区経済交流事業の一環
来春のアジア ・欧州サ ミッ ト 日本も参加の方針/政 府筋

仏核実験再開問題 日本、手詰まり状態 凍結訴え空回 り/日 仏首脳会談
山西アル ミニューム、イ ン ドネシアのアル ミ加工会社に中古機械 を無償で提供
東京都、職業能力開発における国際交流事業の見直 し作業に入った
NTT、 イ ン ドネシアでもPHS実 験。PTテ レコムに技術協力

理化学研究所などの国内研究機関、アジア7カ 国の研究機関と微生物の共同研究 を開始
ネル ソン ・マンデラ大統領 と村山首相、大統領の訪 日成果を発表
マ レーシアでセメン ト不足 建設費上昇の恐れ タイにも波及
「規制緩和など重点」 日米新経済協議で新分野検討 も 米政府高官

民生用の産業技術、まず3分 野で協力 日米、あすから打ち合わせ
声はすれ ども(経 済気象台)
「産学協力」に再生か ける スコッ トラン ド(ワ ール ドビュー)
「人類の遺産」 ピラ ミッ ド、保存協力も エジプ ト訪問中の村山首相

アサ ド大統領 ・村山首相会談 パル ミラ遺跡保存で支援を約束
「ナスカの地上絵」保護活動 ピンチ 楠田枝里子 さんが基金設立 人類の遺産守 る

[編集手帳]ド イツに 「シーボル ト館」開館
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情報 ・通信

見出 し
NTT分 割、関係者か ら様 々な私案 電通審に意見
3次 元の街 コンピューター通信で仮想都市の試み(リ ポー ト95)
パ ソコン通信 で募集、CG制 作を任すNHK教 育 「ウイルス を追え」
パ ソコン通信 で得た情報の著作権保護 を検討 米商務省

世界最大のメデ ィア誕生に向け大詰め タイムワーナーの米TBS買 収
米 タイム ワーナーの本体に出資へ 東芝 と伊藤忠
TV電 話で顔色拝見互いに安心(お 達者です課)/東 京
アスキーネ ッ ト、関西にバックアップセ ンター(情 報 ファイル)

銀行もマルチメディア テ レビ電話で融資OK富 士が新サー ビス開始
パ ソコンで被災者情報 連絡会が東京で発足、ネッ ト8社 が参加
21日 から一部運用開始 日米間の最新海底光ケー ブル

選挙 と通信網(天 声人語)
パ ソコンで新聞 を読む 朝 日新聞が実験公開 インターロップ95特 集
パ ソコン通信 ・音声ワー プロ、視覚障害者に教 えます 支援セ ンター
セ ゾンが きょうか らイ ンターネ ッ トでチケ ッ ト予約開始
60代 の6割 が 「パ ソコ ン通信に挑戦 したい」/NTTア ンケー ト結果
J-WAVEに 文字 多重本放送免許

国内通話回数6.7%増 過去5年 で伸び率最高 不況で出張減 った?
日本語教育に不可欠なデー タベースづ くり 国立国語研究所で作業本格化

[異見小見]東 京都の情報公開、手段 より姿勢
[風 向計]「 ネ ッ トワー クデモクラシー フォー ラム」の議長役 ・藤原純衛さん40
震災 ・防災情報CD-ROMに 新 聞見出 しなど6万3000件/電 通 とEL社
サ ラリーマンにもボランティア情報 職場のパ ソコンでOK労 働省が方針

情報通信研究で民間活力導入へ 郵政省がマルチメデ ィア時代到来で方針
[政 まつ りごと]第 一部市民 との距離(12)マ ルチメデ ィア(連 載)
[あ なた と読売新 聞]YOMlNET使 った投稿法は… ワー プロでも簡単
[モ ニター]ワ イ ドショーでマルチメデ ィア紹介、 「視聴者尊重」を歓迎
特許庁、商標の先行調査 に欠かせない商標デー タを9月 か ら有料で提供
ズームア ップ/ウ エスチングハウス ・エ レク トリック、CBSを 買収

茨城 県、 「インターネ ッ ト情報提供 システム」 を構築、運用開始
トロロ、ウイン ドウズ版時刻表ソフ トを発売

市町村 ごとに天気予報 農家向け情報提供 来年度か ら農水省
NTT、 降雨 ・降雪量予測 システム を開発。ニュー ラルネ ッ トで精度2倍 に
「インター ネッ ト」で米国の2校 と瞬時に交信 県立岩井高校/茨 城

通産省、学校ネ ッ ト 「100校 プロ」の対象校決定
ゴランPKOで 米 に協 力要請へ/衛 藤防衛庁長官

独禁法調査 は継続 ウイン ドウズ95で 米司法長官が発言 好調な出足に冷水
フジフユーチ ャーズ、本社1階 を来店型店舗に改装。情報収集、無人で自由に

通産 ・石化問題協議会、松下電、丸紅2社 を招 き国際委。ユーザーの動向を探る
金商又一、独製の熱力学応用計算ソフ ト販売を強化。環境保全用途 など開拓
[あすへの実践]第44回 読売教育賞(8)社 会科教育(連 載)
NEC、 教育 ソフ トを拡充。協力企業20社 に、タイ トルも倍増

技術創世21/人 と技術(2)独 創性摘む受験体制一点取 り虫が一流企業へ

[論点]情 報新時代の権利保護 山崎司平(寄 稿)
八十二文化財団、郷土文献のDB完 成。新文化情報システムを構築
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見 出 し
台風一過、秋 さわやか 十国峠にマイカーず らり/静 岡
「一番暑い8月 」で した 昨夏を更新、43地 点で史上最高の平均気温
涼 しい朝に秋の予感 関東地方
暑 い日続き正午で38.5度 佐久間町/静 岡
佐久間で39.6度 を記録 県内観測史上2番 目の暑 さ/静 岡
台風12号 が発生
台風11号 発生
台風12号 過 ぎて雲間か ら秋空
台風12号(天 声人語)
もう秋?ま だ夏?肌 寒い富士山 静岡では真夏 日43日 更新/静 岡
ふつ うの夏、 どこ行 った 東 日本は この15年 「猛」 「冷」が8割

東京 ・真夏 日35日 目 野外演奏2会 場で100人 倒れる 熱中症な ど
新涼の季節(お 天 気衛星)
35度 超える 「酷暑 日」、今夏9日 目の新記録 暑 さ続 く東京

暑 さ続 き、海まだ主役 熱海/静 岡
市町村 ごとに天気予報 農家向け情報提供 来年度か ら農水省

晩夏 ・初秋(お 天気衛星)
台風12号 が小笠原へ
[とれんど]北 極圏か ら読むあすの地球 論説委員 ・中村政雄
中秋の名月 秋、急 ぎ足 江戸川河川敷 ではコスモス三分咲き
雷の居場所 をお知 らせ します 速報 システム導入/日 本気象協会

関東地方に秋の気配 朝方涼 しく、 日中残暑
NTT、 降雨 ・降雪量予測 システム を開発。ニ ュー ラルネッ トで精度2倍 に
夏休みのラス トサ ンデー まだ暑 い
8月 猛暑や っぱ り記録的 ビールも発電量も最高
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バ イオテクノ ロジー

見 出 し
来年度か ら 「微生物」研究を後押 し デー タ蓄積 し公開/通 産省方針
有望バイオに農水省が支援 来年度から研究費
植物の特許強化ヘ バ イオ時代に対応 新品種の開発保護で農水省方針
遺伝子、100%細 胞 内に 治療用 「導入技術」 を開発 宝酒造研究所
スペシャル301条 の対 日発動要求 バイオ分野 で米ジェネンテ ック社
OECD、 あすから東京で会議 バイオ技術で環境保全

油 を食べ るバクテ リアで船舶の排水処理 三菱重工(情 報 ファイル)
初の安全条例計画 遺伝子組み換 えの施設 吹田市
バイオ食品、 日本にも 遺伝子組み換 え輸入 ゴーサイン

古木か ら苗の増殖に成功 印章材 に有望の 「オノオ レカンバ」/山 梨
バイオは米国、省 エネは日本 先端技術の比較をす ると

遺伝子治療の基礎研究充実を 米国立衛生研のパーマ審査見直 し委員長に聞 く
信頼性揺 らぐDNA鑑 定 違いの読み取 り技術に限界 福岡高裁では逆転無罪判決
バイオの基礎研究に農水省が本格取 り組み 来年度予算、21億 円要求

野菜 ・果物をワクチ ンに 食べるだけで 「病気予防」めざす 各国で進む基礎研究
輸血後、元気 を回復 遺伝子治療の男児/北 海道大
遺伝子治療、来月か らスター ト/北 大病院小児科チーム
[軌跡 ・科学の50年]第2部(9)免 疫 抗体研究で画期的成果(連 載)
[軌跡 ・科学の50年]第2部(7)日 本人のルー ツ 弥生人の解釈(連 載)
チンパンジー第4の 亜種 「クー ロカンバ」 遺伝子分析 で判明 小柄でゴ リラ似

中国遺跡か ら出土の炭化米はジャポニカ米 佐藤静岡大助教授が発表
遺伝子組み換え技術による農作物の安全性 評価指針で厚生省が諮 問
平成生まれの新 しい花サ フィニア 南米産の種か ら改良 国内だけでな く輸出も
遺伝子治療で冠動脈再狭 さく予防/大 阪府立成人病セ ンター研究所
大腸がん転移 を早期発見 遺伝子診断法 を開発/東 大医科研グルー プ

[人 ・ひとこと]製 薬会社で再出発 遺伝子 治療に自信 元京大の畑中正一 さん
今年のベルツ賞の応募テーマ 「遺伝子診断 と遺伝子治療」に決定
エイズの遺伝子治療 を承認 熊本大審査委、4月 にも国に申請へ

日本初、受精卵選別へ 遺伝病の恐れ、男性排除/鹿 児島大医学部倫理委

老年痴呆症のマウスを遺伝子操作で作 り出す 米で病因解明などに利用
遺伝子治療 基礎研究充実 と患者本位忘れず(解 説)

[人 ・ひとこと]遺 伝子診療の倫理研究会 を設立 自治医大の河合忠教授
「人類 とバイオ」東京テクノ ・フォーラム事務局編

京都大学、バクテ リオ ロ ドプシンが塩素 イオ ンを運搬。光スイッチに応用
点検バイオ参入企業(17)カ ゴメ、遺伝子組み換えに的。 トマ トの品種改良に積極的
ハイテク講座/ス ーパーバイオ(45)抗 体有機科学で一生体触媒で化学反応

未来何が見えますか/イ ンタ ビュー、東海大学 ・佐々木政子教授
点検バイオ参入企業(16)ク ラボウーバイオ機器やペプチ ド柱に
点検バイオ参入企業(15)サ ッポロビールー中国ホ ップ生産軌道に
点検バイオ参入企業(14)東 レー高薬価製品を狙 う
鐘紡、微生物ポ リマー を開発。粘性高 く化粧品や食品に応用
点検バイオ参入企業(13)キ リンビールーM&A路 線 を選択
日本製紙、汚染物質に強いポ プラを遺伝子組み換 え技術で作製
ハイテ ク講座/ス ーパーバイオ(42)ト ランスポ ゾン(転 移因子)一 進化に重要な役

サ ンヨー調理機、生ゴミ肥料化装置 「バイオ リスター」 を発売

点検バ イオ参入企業(12)グ ンゼ、 メディカルも拡大期
関谷晶重 さん サカタのタネ(企 業最前線)/静 岡
バイオ牛乳モウ反対 米 ・ニ ュー ヨー クで抗議行動(海 外 トピックス)

米社とのバイオ農薬共 同開発に成功 クボタ(情 報 ファイル)
林原 林原健社長(う ちの戦略)
学校給食の現場に生 ごみ処理機を導入 栃木市/栃 木

乳がん 米大学研究所が抗体療法 に成功 動物実験で世界初
油の分解はお任せ 海洋汚染防止す る細菌

[顔]国 内初のエイズ遺伝子治療を国に申請 する 高月清 さん
光 るウイルス作製成功 クラゲ活用 し鮮明に 紫外線で感染部識別

野菜の成長を促す菌 農業生物資源研究所が 「ア ゾスピリラム菌」の分離に成功
細菌の力で地下水浄化 民間9社 が初の実証試験
ファルマシアバイオテク、米ホーファー社の電気泳動関連製品を販売
ダイキ、汚水中の有害物質を除去する流動床式除害処理システム発売
理化学研究所などの国内研究機関、アジア7カ 国の研究機関と微生物の共同研究を開始

赤ちゃん恐竜11体 を化石で発見 子育てを裏づける資料 ゴビ砂漠
チバ ガイギー、抗がん剤開発 で米ベンチャーへ投資拡大
宇都宮製作、溶剤や酸に強いフ レキシブルスチュー ブを発売

塩野義製薬、白金化合物で国内初の抗がん剤 を発売
米マルチメデ ィア便 り(1)双 方向番組、子供の学習意欲刺激
[海外NEWSア ップ]深 刻 さ増す財政赤字のスウェーデ ン25%の 付加価値税米軍病理研
ロシア皇帝 ・ニコライ2世 の遺骨、最終鑑定で本物 と決着

千葉県、現代産業科学館を6月15日 オー プン。技術革新の足跡紹介
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社会保障 ・福祉
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見 出 し
イタリアの年金改正法案が国会通過
JR、JT、NTTの 年金制度一元化の報告 了承
26日 まとまった老人保健福祉審中間報告の要 旨
本 田技研、大分に身障者用工場 を完成
ニ ッチ市場 を探る(7)在 宅介護用ベッ ドの動向(上)電 動式が浸透

フォーバルな ど4社 、 「措置費業務代行システム」 を共同開発

激変への予感 ・医薬産業(42)広 が る在宅医療一異業種の参入活発化
藤沢薬品工業、在宅医療機器の レンタル事業に進 出
毒劇物取締法違反でオウム信者 に有罪判決/静 岡地裁
オウムの薬物密造で早川被告 ら7人 を起訴/東 京地検
阪神大震災調査協力のボランティアゼネコンを 「お礼」指名 宝塚市
パ ソコン通信 ・音声ワー プロ、視覚障害者 に教えます 支援センター

山梨市に温泉、来春開業予定 小原西で掘削に成功/山 梨
福祉 レク リエー ション ・ワーカー 高齢者余暇生活 を支援 民間資格131人 認定
点検バイオ参入企業(14)東 レ一高薬価製品 を狙 う
6月 の環境装置受注、前年比76%増 の1106億 円一産機工業会まとめ

環境庁、廃冷蔵庫の特定フロン回収 などで各種促進策

明電舎、FAシ ステム技術応用分野 に力。介護機器などで売 り上げ40%増 目指す
共済生協資金運用問題検討会、資金運用の対象商品の拡大。商品ファン ドなども導入
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学校教育
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見出 し
技術創世21/人 と技術(2)独 創性摘む受験体制一点取 り虫が一流企業へ
科学技術会議、科技系人材確保 と先端的基盤科技研究で答申
「植物人間」訴訟で取手市は争 う構 え 地裁土浦支部/茨 城

誤解 目立つ教科書のODA記 載 否定的見方強調のきらい(解 説)
パソコ ン通信普及へ学校 にデジタル回線導入 を 郵政省研が報告書
TVド ラマなどCD-ROM化 在京各局でマルチメデ ィア戦略、取 り組み活発

[個性派セ ミナー]高 野孝子 さん 友だち考 共通体験 が生む強い信頼
特別展 「人体の世界」 あす開幕(社 告)
日韓の未来築 く交流 光州農高の生徒、姉妹校の熊谷農高 を訪問/埼 玉
不法入国に旅券貸す ほう助容疑で留学中国人を逮捕
米マルチメディア便 り(1)双 方向番組、子供の学習意欲刺激

高齢者問題、北欧留学の職員に宿題(お 達者 です課)/東 京
老人福祉に女子高生が躍 り出る(お 達者です課)/東 京

子ザルの成長で 「性」描 く オスとメスの特徴追 う映画完成
[米 国留学事情]ウ ィスコンシン州か ら(中)徹 底 している患者中心(連 載)
カテナ、中学生向け教育用総合 ソフ ト発売
NEC、 教育 ソフ トを拡充。協力企業20社 に、タイ トル も倍増

住友石炭鉱業、教育用小型放電プラズマ装置発売。新材料5～20分 で焼結
通産省、産業界と情報専門学校の人材供給 を支援。産学専門委設置、意見交換
高校生が続 けた発掘調査を一冊 に 八王子工高考古学部の元顧問/東 京
731部 隊究明へ 日中共同シンポ 戦後50年 、ようや く実現
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文
文
あ
函

ユ
身

網
鎌

ソ
縛
縄
唐
饅
[

ア
宝
「
青

国
最
「
縄

元
古
縄

奈

マ
「
1
最
空
「
出
運
古
対
唐
藤
赤
中
官

縄
大

口
ニ
大
住
広

新
新
点
千
光
京
奈

フ
東
奈

適否 評価
O B

○ B

0 B

○ B
○ B
○ B
○ B
○ B

○ B
○ B

○ B
○ B

○ B
○ B
○ B
○ B
○ B

○ B

○ B

○ B

○ B
○ B
○ B
○ B
○ B

○ B

○ B
○ B
○ B

○ B
○ B
○ M

○ M

○ M

○ M
○ M
○ M

○ M
○ M
× A
× A
× A
× A
× A
× A
× A
× A
× A
× A
× A
× A
× A
× A

× A

× A
× A
× A
× A
× A
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4. 8　調査研究チームメンバーと
スケジュール





● 調 査 研究 チ ー ム メ ンバ ー●

斉藤 裕(副 社長 情報 ・技術担 当)

河合 正晃

新山 遭難

佐藤 宏秀

(常務 技術担 当)

(常務 営業担 当)

(取締役 情報担当)

大田 康博

中込 康人

浦 田 厚雄

渡野辺 勇

菅谷 茂

平松 保久

岩元 正史

小島志圭央

寺本 秀子

齋藤 学

松延 健

小島 博志

高梨 明

小 田原洋子

崎

嶋

田

尾

岩

小

神

長

修

澄

樹

子

清

美

頼

(営業部

(技術部

(情報部

(技術部

(情報部

担当部長)

担当部長)

担当部長)

課長)

課長)

(総 務 ・経 理部)

(営業 部)

(営業 部)

(営 業 部)

(営 業 部)

(技 術 部)

(情 報部)

(情 報 部)

(情 報部)

(情 報部)

(情 報部)

(情 報部)

(情報 部)

● 実施 ス ケジ ュー ル●

〈標準 モデルの構築 〉 8 9 10 11 12 1 2

① 関 係 デ 汐 の収 集

② 新 聞 社 アンケート調査

③ 新 聞 社 ヒアリング 調 査

④ 分 類 語の選 定 ・組み立 て

⑤EしNETユ ーサ㌧ アンケート調 査

⑥ 専 門 家による評 価

⑦標 準 モデルの補 正

⑧ 標 準 モ デル の検 証

〉

く 〉

○
〉

〉

⇔

モ

< 〉

< >

e

〈 自動付与の実験 〉 8 9 10 11 12 1 2

① 記 事 テ㌧タの選 択 ・入 手

②INDEXER処 理

③ 論 理 式 の作 成

④ 記 事 テ㌧ タの評価

⑤ 自動 付与 の実験

⑥ 検証 と評 価

⑦ 報 告 書 の作 成

〉

⇔

e>

e

、

e

〉

〉

⇔

∈ う
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